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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「登
山
と
疲
労
」
よ
り

疲
労
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

に
お
け
る
高
度
順
応
、
余
裕
の
あ
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
交
通
手
段
の
有
効
利
用
に
よ
る

体
力
温
存
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
酸
素
摂
取
量
の
重
要
性
が
具
体
的

に
語
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
宮
原
氏
は
、
登

り
で
三
リ
ッ
ト
ル
／
分
で
は
き
つ
か
っ
た
よ

う
で
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
四
リ
ッ

ト
ル
／
分
に
し
た
途
端
に
行
動
が
楽
に
な
っ

て
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
た
。
下
り
で
は
酸
素
残

存
量
を
考
慮
し
て
ニ
リ
ッ
ト
ル
／
分
に
し
た

ら
、
貫
田
氏
自
身
急
に
と
て
も
苦
し
く
感
じ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
な
ど
か
ら
し
て
、
疲
労
と

高
度
順
応
は
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り

立

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
の
見
解

が
示
さ
れ
た
。

■
登
山
中
に
お
こ
る
疲
労

つ
い
で
、
国
際
武
道
大
学
助
教
授
の
山
本

正
嘉
氏
か
ら
、
登
山
中
に
お
こ
る
疲
労
と
し

て
、
酸
素
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
不
足
、

水
分
不
足
の
二
つ
に
分
け
て
、
そ
の
内
容
と

医
療
委
員
会

ｏ
科
学
研
究
委
員
会

平
成
六
年
十

一
月
十
九
日
午
後
、
東
京
渋
谷
の
青
山
学
院
大
学

で
、
医
療
委
員
会
と
科
学
研
究
委
員
会
共
催
に
よ
る

「登
山
と
疲

労
」
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
九
十
四
名
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
、
疲
労
の
問
題
を
登
山
家
、
運
動
生
理
学
、
ス
ポ
ー

ツ
医
学
、
行
動
科
学
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
と
ら
え
、

そ
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
以
下

に
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

■
中
高
年
の
高
所
登
山

最
初
に
、
本
会
会
員
で
登
山
家
の
貫
田
宗

男
氏
が
、
中
高
年
の
高
所
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
登

山
の
現
状
、
特
徴
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

最
新
例
と
し
て
、宮
原
魏
氏
（日
大
Ｏ
Ｂ
）

の
エ
ベ
レ
ス
ト
還
暦
登
山

（
日
経
新
聞
十
月

十
八
日
掲
載
）
に
同
行
し
た
際
の
所
感
を
通

し
て
、
疲
労
克
服
の
た
め
に
は
、
高
所
登
山

(1)

熱心に聞き入るシンポジウ
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対
策
に
関
し
て
、
多
く
の
実
験
デ
ー
タ
を
も

と
に
次
の
よ
う
な
講
演
が
行
わ
れ
た
。

①
酸
素
不
足
に
な
る
と
疲
労
物
質
の
乳
酸
が

た
ま
っ
て
、
疲
労
に
至
る
。
こ
の
閾
値
に
は
、

個
人
差
が
あ
る
。
判
定
法
と
し
て
は
、
心
拍

数
と
主
観
的
運
動
強
度

（例
え
ば
六
段
階
中

の
三
、
四
段
階
が
よ
い
）
の
併
用
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
の
疲
労
は
、
高
所
登
山
を
除
く
と
、

と
く
に
初
心
者
に
多
く
見
ら
れ
る
。

②
酸
素
摂
取
能
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（全
身
持
久
力
）

に
よ
り
、
閾
値
を
高
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
所
登
山
の
成
功
率
は
、
こ
の
値
が
と
く
に

重
要
で
あ
る
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、
炭
水
化
物
と
脂

肪
が
疲
労
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
脂
肪

は
、
人
間
の
身
体
の
中
に

一
週
間
分
ぐ
ら
い

貯
蔵
で
き
る
。　
一
方
、
炭
水
化
物
は
、　
一
時

間
半
程
度
で
枯
渇
し
て
し
ま
う
が
、
補
給
す

れ
ば
す
ぐ
回
復
す
る
性
質
を
有
し
て
い
る
。

④
登
山
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
非
常
に
大

き
い

（
マ
ラ
ソ
ン
の
二
～
三
倍
に
な
る
こ
と

が
あ
る
）
の
で
、
と
く
に
炭
水
化
物
の
補
給

が
重
要
で
あ
る
。
し
か
も
、
炭
水
化
物
は
、

脳
を
含
め
た
神
経
系
の
唯

一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
っ
て
い
て
、
不
足
す
る
と
バ
ラ
ン
ス

の
失
調
や
判
断
力
の
低
下
な
ど
が
お
こ
り
、

事
故
の
引
き
金
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
を

要
す
る
。

⑤
水
分
不
足
は
、
体
温
上
昇
率
が
著
し
く
な

っ
て
疲
労
が
激
し
く
な
る
の
で
、
水
分
喪
失

量
と
同
程
度
の
水
分
を
意
識
的
に
摂
取
す
る

必
要
が
あ
る
。

⑥
登
山
中
に
は
食
料
と
水
の
補
給
が
重
要
で

あ
る
が
、
精
神
的
に
実
行
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
判
断
力
な
ど
に
影
響

が
出
や
す
い
。

⑦
登
山
で
必
要
と
す
る
持
久
力
や
筋
肉
運
動

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
は
、
登
山
に
近
い

条
件
の
ス
ポ
ー
ツ

（自
転
車
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

歩
行
）
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
荷
物
を
背

負

っ
て
歩
く
た
め
、
腹
筋
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
重
要
で
、
ス
ワ
ッ
ト
、
か
か
と
あ
げ
、

上
体
お
こ
し
な
ど
が
よ
い
。

③
二
十
歳
代
と
比
較
す
る
と
、
六
十
歳
代
で

は
持
久
力
が
半
減
し
て
い
る
の
で
、
中
高
年

の
人
は
と
く
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
質
問
の
中
で
、
外
気
温
と
疲
労
の

関
係
が
問
わ
れ
た
が
、
最
近
は
衣
服
が
改
善

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
持
久
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
耐
寒
性
に
対
し
て
強
く
な
る
こ
と
が
講

師
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
医
学
か
ら
み
た
疲
労

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
助
教
授
の
武
者

春
樹
氏
が

「
ス
ポ
ー
ツ
と
疲
労
」
と
題
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
立
場
か
ら
と
ら
え
た
疲
労

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
講
演
が
あ
っ
た
。

登
山
の
基
本
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
は
、

持
久
運
動
を
基
礎
と
し
た
、
か
な
り
強
度
の

高
い
全
身
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ

る
が
、
オ
ー
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
対
す
る

報
告
例
が
乏
し
く
、
他
の
類
似
種
目

（主
に

マ
ラ
ソ
ン
）
か
ら
の
推
測
の
域
を
出
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
疲
労
が
蓄

積
さ
れ
る
の
で
、
休
養
と
栄
養
補
給
に
よ
り

取
り
除
き
な
が
ら
、
運
動
能
力
の
維
持
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
疲
労
を
十
分
に
取
り

除
か
な
い
で
負
荷
を
増
し
て
い
く
と
、
オ
ー

バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
っ
て
、
運
動
能
力

の
低
下
、
俗
怠
感
、
下
肢
病
状
、
睡
眠
症
状

な
ど
を
き
た
し
、
回
復
に
も
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
。
オ
ー
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
対

策
と
し
て
は
、自
分
自
身
の
健
康
の
指
標
（体

温

・
血
圧

・
心
拍
数

・
体
重
変
化
な
ど
）
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
専
門
家
と
相
談
し
な

が
ら
効
率
的
で
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ

ニ
ュ
ー
を
設
定
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
睡
眠
不
足
に
よ
る
疲
労
と
し
て
は
ヽ

一
晩
だ
け
の
不
足
に
よ
っ
て
乳
酸
が
蓄
積
さ

れ
や
す
く
な
る
も
の
と
、
慢
性
的
不
足
に
よ

っ
て
最
大
酸
素
摂
取
能
力
の
低
下
を
き
た
す

も
の
と
が
あ
る
。

急
激
な
登
山
を
行
う
と
、
筋
肉
痛
が
生
じ

る
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、
乳
酸
の
蓄
積
と

筋
肉
の
炎
症
に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
。
前
者

は
栄
養
の
補
給
に
よ
り
す
ぐ
に

後
者
は
百
二
十
時
間
た
っ
て
も
回
復
し
な
い

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
炎
症
に
よ
り
筋
肉

に
栄
養
が
補
給
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
負
荷
の
強
い
登
山
の
後
は
、
例

え
自
覚
症
状
が
消
え
て
も
筋
肉
の
炎
症
の
回

復
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
疲
労
と
死
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た
が
、
疲
労
そ
の
も
の
が
直
接
死
に
結
び
つ

く
こ
と
は
な
く
、
他
の
要
因

（例
え
ば
、
寒

冷
に
よ
る
体
温
低
下
な
ど
）
を
誘
発
す
る
こ

と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
と
の
、
講
演
者

の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

■
疲
労
回
復
と
栄
養

慶
応
大
学
講
師
の
大
西
祥
平
氏
が

「高
所

に
お
け
る
疲
労
回
復
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
給
」
と
い
う
題
日
で
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の

立
場
か
ら
疲
労
と
栄
養
の
関
係
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
講
演
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
欠
か
せ
な
い
酸
素
は
、
２

エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
上
で
は
平
地
の
約
三
分
の
　
＜

一
に
減
少
す
る
た
め
、
人
体
の
各
組
織
へ
の

酸
素
供
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
す
な
わ
ち
、

酸
素
の
最
大
摂
取
量
減
少
、
筋
肉
へ
の
輸
送

の
低
下
、
心
拍
数
増
加
な
ど
を
も
た
ら
す
。

ま
た
、
高
所
で
は
安
静
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
が
増
大
し
、　
一
日
の
消
費
量
も
増
大
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
高
所
で
は
脱
水
な
ど
の

要
因
も
加
わ
っ
て
体
重
の
減
少
が
起
こ
り
や

す
い
の
で
、
こ
れ
を
防
止
す
る
こ
と
は
疲
労

の
予
防
に
も

つ
な
が
る
。
と
く
に
、
登
山
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
源
と
し
て
脂
肪
が
あ
ま

り
使
え
ず
、
炭
水
化
物
の
摂
取
が
重
要
で
、

消
費
量
の
約
六
割
を
賄
う
必
要
が
あ
る
。

安
静
時
や
軽
い
運
動
の
場
合
、
エ
ネ
ル
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ギ
ー
供
給
源
は
脂
肪
が
中
心
と
な
る
が
、
中

等
度
以
上
の
運
動
で
は
炭
水
化
物
が
中
心
と

な
る
。中
等
度
ま
で
は
酸
素
を
十
分
利
用
（有

酸
素
運
動
）
し
て
脂
肪
お
よ
び
炭
水
化
物
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
み
出
し
、
分
解
物
と
し

て
水

（汗
な
ど
で
体
外
に
放
出
）
と
二
酸
化

炭
素

（肺
か
ら
放
散
）
を
産
む
。　
一
方
、
中

等
度
以
上
に
な
る
と
、
酸
素
を
利
用
せ
ず
に

炭
水
化
物
の
分
解
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
み

出
す
が
、
疲
労
の
も
と
に
な
る
乳
酸
の
蓄
積

を
生
じ
る
。

ま
た
、
高
所
の
運
動
で
は
脂
肪
や
炭
水
化

物
の
代
謝
が
制
限
さ
れ
る
た
め
、
分
岐
鎖
ア

ミ
ノ
酸

（タ
ン
パ
ク
質
の

一
種
）
の
代
謝
が

重
要
に
な
る
。
こ
の
役
割
は
、
乳
酸
と
と
も

に
疲
労
の
指
標
と
な
る
ア
ン
モ
ニ
ア
を
処
理

す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
疲
労
を
起
こ
す
機

序
と
し
て
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
中
枢
神
経
系

へ
の
作
用
、
神
経
細
胞
の
興
奮
性
の
低
下
作

用
、
呼
吸
の
促
拍
作
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
運
動
中
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補

給
し
て
も
、
筋
肉
で
の
蓄
積
に
は
直
ち
に
寄

与
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
筋
肉
を
休
ま
せ
た

上
で
な
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
積
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
休
養
を
と
る
こ
と
は
栄

養
補
給
の
面
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

■
行
動
科
学
か
ら
見
た
疲
労

最
後
に
、
本
会
会
員
で
城
西
国
際
大
学
教

授
の
千
葉
重
美
氏
か
ら

「疲
労
と
遭
難
」
と

題
し
て
行
動
科
学
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た
疲

労
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

疲
労
に
は
肉
体
的
な
も
の
以
外
に
、
精
神

的
疲
労

（心
の
疲
労
）
と
情
報
的
疲
労

（情

報
整
理
）
が
あ
り
、
人
間
の
健
康
は
こ
れ
ら

の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
二
、
三
の
実
例
を
取
り
上
げ
た
分
析

の
結
果
、
登
山
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

大
き
い
た
め
に
、
疲
労
に
よ
り
気
象
条
件
の

変
化
な
ど
の
自
然
環
境
の
変
化
に
対
処
し
き

れ
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
心
身
と
も
の
健
康
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
得
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

＊

マカルー登山隊 大雪のため道路閉鎖も !!

2月 15日、先発偵察隊として重廣隊

長、山本登攀隊長、田久和マネージャ
ー、竹内隊員と、途中まで同行する藤

平総隊長、村井の6名が成田から北京

～ラサに向けて出発した。 2月 22日重

廣隊長以下4名は、負傷のためチベッ

トのルクズで帰国する藤平総隊長、村

井の2名 と別れ、偵察活動に入った。

3月 1日、田辺、山本 (篤)、 谷川、

荒井隊員がカトマンズヘ向けて出発。

3月 8日、渡邊、馬場、小野、松原、

岡本、志賀 ドクターがカトマンズヘ出

発。 3月 10日、本隊の10隊員とシェル

パは、隊荷とともに中国とネパールの

国境の町コダリに到着した。しかしザ

ンムーとニェラムの間の道路が雪のた

め閉鎖。ニェラムの重廣隊長と電話連

絡のため、馬場、谷川隊員がチベット

のザンムーに向かう。

大雪のために偵察活動に苦労した重

廣隊長ほか3名は、 3月 10日 にニェラ

ム着。以下重廣隊長からの電話連絡

「今春は1988年以来の大雪で、ラサ

空港も閉鎖され、各地の村落が孤立し、

混乱している。ザンムー、ニェラム間

の道路約15キロメートルが雪のため閉

ざされ、当地の共産党委員会は除雪作

業を開始したが、除雪には最低でも1

～ 2週間かかるので、本隊10名のスケ

ジュールは遅れる。重廣隊長以下先発

隊の4名は、 3月 13日、再びニェラム

を出発して登山活動に入り、C2まで

のルートエ作を行い、本隊の到着を待

つ。

本隊の到着は大雪のため1週間以上

延びるが、登山活動に支障はなく、こ

の遅れは取り返せるので、心配しない

でいただきたい」

と力強いメッセージが寄せられた。

(3月 11日 マカルー登山隊事務局)

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
大
き
い
登
山
は
、

疲
労
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
中
高
年
者
の

登
山
が
急
増
す
る
中
で
、
疲
労
の
メ
ヵ
ニ
ズ

ム
を
正
し
く
理
解
し
て
い
く
こ
と
は
、
個
人

の
健
康
状
態
の
維
持
は
も
と
よ
り
、
遭
難
防

止
上
か
ら
も
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
内
容
が
広
く
普
及
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

な
お
、
当
日
の
予
稿
集
の
残
部
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
事
務
局

内

・
科
学
研
究
委
員
会
宛
に
、
七
百
七
十
円

（送
料
込
み
）
を
同
封
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（大
森
薫
雄

・
森
武
昭
）

「山
岳
地
域
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

＞

利
用
の
実
用
化
研
究
」
が
　
　
　
　
　
　
　
３

第
三
十

一
回
秩
父
宮

記
念
学
術
賞
に

故
秩
父
宮
殿
下
が
、
日
本
の
学
術
振
興
の

た
め
に
、
多
大
の
尽
力
を
さ
れ
た
御
事
跡
を

記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
、
秩
父
宮
記
念
学
術

賞
の
第
二
十

一
回
受
賞
者
に
、
神
奈
川
工
科

大
学
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
研
究
グ
ル
ー
プ

（代
表
者

・
鳥
居
亮
名
誉
教
授
）
が
決
定
。
そ

の
表
彰
式
が
去
る
二
月
十
五
日
、
千
代
田
区

丸
の
内
の
日
本
工
業
倶
楽
部
で
、
秩
父
宮
勢

津
子
妃
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
厳
粛
に
行
わ
れ

た
。こ

の
表
彰
式
に
は
、鳥
居
亮
名
誉
教
授
（本

会
会
員
）、
森
武
昭
教
授
（同
）
、
木
村
茂
雄
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助
教
授
が
出
席
、
沢
田
敏
男
日
本
学
術
振
興

会
会
長

・
選
考
委
員
会
委
員
長
が
式
辞
を
述

べ
、
久
城
育
夫
選
考
委
員
会
委
員
の
授
賞
対

象
と
な
っ
た

「山
岳
地
域
に
お
け
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
実
用
化
研
究
」
の
業
績
紹

介
に
続
き
、
沢
田
会
長
か
ら
鳥
居
名
誉
教
授

に
賞
状
、
賞
牌
お
よ
び
記
念
品
の
授
与
、
朝

日
新
聞
社
か
ら
副
賞
金
五
十
万
円
が
贈
呈
さ

れ
た
。
勢
津
子
妃
殿
下
か
ら
は

「美
し
い
自

然
を
次
世
代
に
残
す
た
め
に
貴
重
な
研
究
で

あ
り
、
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
研
究
活
動

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
の
業
績
を
称
え
、

励
ま
し
の
お
言
葉
が
あ

っ
た
。

与
謝
野
馨
文
部
大
臣
の
祝
辞
は
岡
崎
ト
ミ

子
政
務
次
官
が
代
読
、
受
賞
者
挨
拶
を
も
っ

て
式
次
第
を
終
え
、
席
を
移
し
て
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

こ
の
表
彰
式
に
は
、
日
本
山
岳
会
会
員
ら

約
二
百
名
が
出
席
し
た
。
　
　
（高
田
員
哉
）

我
々
の
敬
愛
す
る
辰
沼
廣
吉
さ
ん
が
、
今

年
二
月
十
二
日
に
七
十
九
歳
の
生
涯
を
終
え

ら
れ
た
。

辰
沼
さ
ん
の
正
式
な
追
悼
文
は
、
い
ず
れ

『山
岳
』
に
適
当
な
方
が
執
筆
さ
れ
る
と
思
う

の
で
、
私
の
個
人
的
な
思
い
出
を
述
べ
て
、

故
人
の
冥
福
を
祈
り
、
そ
の
人
と
な
り
を
偲

ぶ
よ
す
が
と
し
た
い
。

■
重
装
主
義
―
厳
し
い

一
面

第
二
次
マ
ナ
ス
ル
遠
征
は
地
元
民
の
反
対

で
、
や
む
な
く
ガ
ネ
シ
ュ
ヒ
マ
ー
ル
に
目
標

を
変
え
、
登
路
の
偵
察
を
し
て
い
た
と
き
の

こ
と
、
久
し
ぶ
り
の
好
天
に
私
た
ち
若
手
数

人
は
北
稜
東
面
で
の
ル
ー
ト
偵
察
に
出
か
け

た
。
氷
河
か
ら
し
ば
ら
く
登

っ
て
傾
斜
も
急

に
な
り
、
全
員
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
で
オ
ー
バ
ー

ハ
ン
グ
し
た
岩
場
を
登

っ
て
い
る
最
中
に
、

上
の
雪
田
か
ら
の
表
層
雪
崩
に
見
舞
わ
れ
、

岩
場
か
ら
た
た
き
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ア
ン
ザ
イ
レ
ン
の
お
陰
で
間
も
な
く
全
員
が

自
力
で
デ
ブ
リ
か
ら
脱
出
、
事
な
き
を
得
て

Ｂ
Ｃ
に
逃
げ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

我
々
を
待

っ
て
い
た
の
は
辰
沼
ド
ク
タ
ー

か
ら
の
雷
で
あ

っ
た
。
「天
気
に
な

っ
た
か

ら
と
い
っ
て
雪
の
落
ち
着
く
の
も
待
た
ず
、

ノ
コ
ノ
コ
出
か
け
て
ゆ
け
ば
雪
崩
に
や
ら
れ

る
な
ぞ
あ
た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
！
　
君
た
ち

は
ヒ
マ
ラ
ャ
ま
で
来
て
、
そ
ん
な
初
歩
的
な

ミ
ス
を
起
こ
す
と
は
何
と
い
う
こ
と
だ
！
」

言
わ
れ
て
み
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
で
、

一
同

「青
菜
に
塩
」、
ほ
う
ほ
う
の
態
で
退

散
し
た
次
第
で
あ
っ
た
。

■
友
愛
―
仲
間
へ
の
思
い
や
リ

第

一
次

マ
ナ
ス
ル
か
ら
帰

っ
た
私
を
待

っ

て
い
た
の
は
、
新
築
し
た
家
の
代
金
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
で
あ

っ
た
。
か
な
り
ま
と
ま

っ

た
資
金
が
必
要
で
、
八
方
手
を
尽
く
し
た
が

な
か
な
か
困
難
で
、
持

っ
て
い
た
ヵ
メ
ラ
（昭

和
十
三
年
に
父
親
が
買

っ
て
く
れ
た
セ
ミ
イ

コ
ン
タ
と
い
う
ド
イ
ツ
製
の
高
級
品
で
、

マ

ナ
ス
ル
に
も
持

っ
て
い
っ
た
も
の
）
を
処
分

し
て
、
ど
う
や
ら
窮
地
を
脱
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
愛
着
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
こ
の
こ

と
は
忘
れ
か
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
十
数
年

前
、
辰
沼
さ
ん
の
呉
服
橋
の
お
宅
で
会
合
の

あ

っ
た
お
り
、
仲
間
の

一
人
が

「山
田
さ
ん
、

あ
な
た
が
お
持
ち
だ

っ
た
イ
コ
ン
タ
、
あ
れ

は
よ
い
ヵ
メ
ラ
で
し
た
が
ど
う
な
さ
い
ま
し

た
？
」
と
言
う
。

「あ
あ
、
あ
れ
は
残
念
だ

っ
た
が
大
分
前
に
食
う
に
困

っ
て
売
り
払

っ

ち
ま

っ
た
よ
」
と
答
え
、
そ
の
後
は
ま
た
別

の
話
題
に
進
ん
で
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
数
日
す
る
と
辰
沼
さ
ん
か
ら

電
話
で

「ち
ょ
っ
と
渡
す
も
の
が
あ
る
か
ら
、

つ
い
で
の
と
き
に
家
に
来
て
く
れ
な
い
か
」

と
い
う
連
絡
を
受
け
た
。
何
か
旅
行
の
お
土

産
で
も
く
だ
さ
る
の
か
な
、
と
思

っ
て
お
宅

を
訪
ね
る
と
、
何
と
四
十
年
余
も
前
に
手
放

し
た
ま
ま
忘
れ
果
て
て
い
た
、
あ
の
イ
コ
ン

タ
で
は
な
い
か
。
金
に
困

っ
た
後
輩
の
た
め

に
カ
メ
ラ
を
買

っ
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
、
何

と
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
辰
沼
さ
ん
だ

っ
た

の
だ
。
「時
効
だ
か
ら
心
配
す
る
な
」
と
い

っ
て
お
渡
し
い
た
だ
い
た
と
き
の
気
持
ち
は

終
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
カ

メ
ラ
は
今
も

っ
て
立
派
に
役
立

っ
て
お
り
、

山
で
ご

一
緒
し
た
会
員
の
中
に
は
ご
記
憶
の

方
も
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
に
、
新
人
と
し
て
初
め
て
徳
本

峠
越
え
を
し
た
と
き
に
も
、
途
中
で
荷
物
を

担
い
で
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
、
ず
い
ぶ
ん

公
私
に
わ
た

っ
て
お
世
話
に
な

っ
た
ま
ま
、

何
の
お
返
し
も
で
き
な
い
う
ち
に
お
別
れ
す

る
こ
と
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

い
ま
は
こ
の
心
の
中
に
空
い
た
穴
を
埋
め

る
術
も
な
く
、
た
だ
ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り

で
あ
る
。

昨
年
十
二
月
に
鴫
原
さ
ん
に
お
会
い
し
た

と
き
は
、
ベ
ッ
ド
に
休
ん
で
は
お
ら
れ
た
が

大
変
お
元
気
で
あ
っ
た
。　
一
月
末
に
予
定
し

て
い
た
恒
例
の
稲
門
山
岳
会
の
新
年
会
に
は

「何
と
か
出
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら

一
緒
に
行

こ
う
」
と
話
し
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
今
年
に

入
り

一
月
四
日
に
電
話
を
い
た
だ
い
た
と
き

も
、
い
つ
も
の
鴫
原
さ
ん
と
変
わ
り
な
く
、

追
悼
　
辰
沼
廣
吉
さ
ん山

田

二
郎

追
悼
　
鴫
原
啓
佑
さ
ん日

下
田

実

(4)



山 599… 1995・ 4・ 20 (第二種郵便物認可)

こ
れ
な
ら
新
年
会
に
も
出
ら
れ
る
も
の
と
思

っ
て
い
た
。

し
か
し

一
月
二
十
日
の
朝
、
主
治
医
の
熊

谷
先
生
か
ら
鴫
原
さ
ん
の
容
体
が
悪
い
と
い

う
知
ら
せ
を
受
け
、
取
る
も
の
も
と
り
あ
え

ず
お
宅
に
伺

っ
た
が
、
四
日
に
電
話
で
話
し

た
鴫
原
さ
ん
と
は
ま

っ
た
く
変
わ

っ
て
し

ま

っ
て
い
た
の
で
驚
い
た
。
洋
子
夫
人
に
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
年
末
に
長
男
の
潤
君
が

イ
タ
リ
ア
か
ら
帰
国
さ
れ
て
か
ら
は
す
ご
く

調
子
が
よ
く
、
元
気
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と

こ
ろ
が
六
日
に
潤
君
が
イ
タ
リ
ア
に
行

っ
て

か
ら
調
子
が
悪
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ

っ
た
。
今
ま
で
も
何
度
か
死
地
を
脱
し
て

き
た
鴫
原
さ
ん
の
こ
と
だ
か
ら
と
、　
一
綾
の

望
み
を
抱
い
て
辞
去
し
た
の
で
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
翌
二
十

一
日
幽
明
境
を
異
に
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

鴫
原
さ
ん
は
昭
和
二
十

一
年
四
月
、
早
稲

田
大
学
入
学
と
同
時
に
山
岳
部
に
入
部
さ
れ

た
。
そ
れ
以
前
の
山
歴
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
い
が
、
戦
争
末
期
に
中
学
時
代
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
山
登
り

は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ど

う
い
う
こ
と
で
山
岳
部
に
入
部
さ
れ
た
の
か

今
で
は
う
か
が
う
由
も
な
い
が
、
い
ず
れ
に

し
ろ
早
稲
田
に
入
ら
れ
て
か
ら
本
格
的
な
山

登
り
を
始
め
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

大
学
時
代
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月

か
ら
昭
和
二
十
三
年
二
月
ま
で
の
ペ
テ
ガ
リ

岳
遠
征
に
は
最
下
級
部
員
と
し
て
参
加
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
後
山
岳
部
の
山
行
に
は
ほ
と

ん
ど
参
加
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
五
年
度

に
は
山
岳
部
代
表
委
員

・
主
務
と
し
て
部
の

運
営
に
当
た
り
、
昭
和
二
十
六
年
二
月
に
早

稲
田
大
学
第

一
政
経
学
部
を
卒
業
さ
れ
た
。

卒
業
後
、
岩
井
産
業
∽

（現
日
商
岩
井
）
に

入
社
さ
れ
、
イ
ン
ド
に
勤
務
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。

卒
業
後
も
仲
間
と
山
行
を
さ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
三
十
年

一
月
、
ナ
イ
ロ
ン
・
ロ
ー
プ
事

件
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
前
穂
東
壁
の
遭
難

事
件
で
は
、
た
ま
た
ま
近
く
に
い
た
の
で
こ

の
救
出
作
業
を
さ
れ
て
い
る
。

鴫
原
さ
ん
は
と
く
に
ビ
ッ
グ

ｏ
ク
ラ
イ
ム

と
い
っ
た
山
登
り
を
し
た
わ
け
で
も
な
く
、

ま
た
カ
リ
ス
マ
的
に
私
ど
も
を
リ
ー
ド
し
た

わ
け
で
も
な
い
が
、
そ
の
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス

感
覚
を
も
っ
て
巧
み
に
私
ど
も
を
リ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

弱
音
を
吐
か
ず
、
あ
の
の
ん
び
り
し
た
性
格

で
も
の
ご
と
に
対
処
さ
れ
る
様
子
は
、
私
ど

も
に
大
き
な
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
た
も
の

で
あ
る
。

私
ど
も
に
と
っ
て
も
、
鴫
原
さ
ん
を
失

っ

た
こ
と
は
大
き
な
痛
手
で
あ
る
が
、
今
日
国

際
的
な
問
題
や
環
境
問
題
を
抱
え
て
い
る
日

本
山
岳
会
に
と
っ
て
も
、
鴫
原
副
会
長
を
失

っ
た
こ
と
は
大
き
な
痛
手
で
あ
る
と
思
う
。

最
後
に
、
「峯
雲
院
啓
照
日
佑
信
士
」
の

ご
冥
福
を
心
か
ら
祈
念
し
て
追
悼
の
拙
文
を

終
え
る
。

山
岳
会
の
発
起
人
の
お

一
人
、
自
然
保

護
の
分
野
で
の
先
覚
者
、
我
々
の
大
先
輩

で
あ
る
梅
澤
親
光
の
業
績
に
つ
い
て
の
記

述
は
少
な
い
。
私
が
知

っ
て
い
る
の
は
、

田
部
重
治
著

『山
と
漢
谷
』
の
秩
父
会
の

項
に
、
そ
の
風
貌
の

一
端
が
う
か
が
え
る

の
み
で
あ
る
。

そ
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
山
岳
八
五
年

と
八
六
～
八
九
年
に
連
載
し
た

「自
然
保

護
の
歩
み
」
で
簡
単
に
ふ
れ
た
が
、
山
岳

一
三
年
第
二
号
の
雑
報
欄
に
机
上
談
山
と

し
て
投
稿
し
て
い
る
山
岳
保
護
論
は
素
晴

ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

神
奈
川
県
庁
お
よ
び
横
浜
市
役
所
の
職

員
に
講
演

（大
正
七
年
）
し
た
内
容
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
ま
ず

『富
士
登
山
者
が
、

砂
走
を
降
り
る
際
に
多
少
の
砂
が
伴
わ
れ

て
落
ち
る
。
し
か
し
そ
の
砂
は

一
夜
の
う

ち
に
全
部
も
と
に
帰
る
と
い
う
言
伝
え
が

あ
る
。
こ
の
砂
も
ど
り
の
話
は
、
富
士
以

外
に
諸
方
の
山
に
も
あ
る
。
祖
先
は
山
霊

が
山
中
の
砂

一
粒
で
も
山
を
去
る
の
を
惜

じ
む
た
め
だ
と
考
え
て
い
た
。
祖
先
は
、

山
中
の

一
木

一
草
は
勿
論
、
砂

一
粒
も
、

故
な
く
下
界
に
下
ろ
す
ま
い
と
い
う
考
え

が
あ
っ
た
。
山
の
も
の
を
下
界
に
下
ろ
す

の
は
い
け
な
い
、
下
界
の
も
の
も
長
く
山

へ
置
い
て
も
い
け
な
い
。
山
に
よ
っ
て
は

山
麓
で
草
軽
を
昇
降
と
も
に
更
め
さ
せ
て
、

上
下
の
上
砂
の
混
じ
る
の
を
防
い
だ
と
こ

ろ
も
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
』
と
山
岳
宗
教

の
話
を
す
る
。

霊
山
に
入
る
た
め
に
衣
服
、
履
物
を
更

め
る
、
と
い
う
こ
れ
ら
の
話
は
、
山
岳
地

帯
へ
の
帰
化
植
物
の
侵
入
を
防
ぐ
な
ど
現

在
の
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
示
唆
に
富
ん

で
い
る
。
ま
た
、
山
の
も
の
を
下
界
に
下

ろ
す
の
は
い
け
な
い
、
と
い
う
の
は
高
山

植
物
の
保
護
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

梅
澤
親
光
は
、
山
岳
宗
教
論
か
ら
入
っ

て
、
現
代
の
登
山
の
風
潮
に
ふ
れ
、
山
に

登
る
と
き
だ
け
、
に
わ
か
に
科
学
者
に
な

っ
て
、
持
ち
切
れ
な
い
ほ
ど
の
高
山
植
物

を
採
集
す
る
多
く
の
登
山
者
に
反
省
を
促

し
、
山
岳
保
護
を
訴
え
て
い
る
。

祖
先
は
山
を
敬
い
、
山
岳
宗
教
が
山
の

自
然
を
守

っ
て
き
た
、
と
い
う
卓
見
は
、

講
演
か
ら
七
十
七
年
経

っ
た
現
代
で
も
新

鮮
だ
。
山
岳
会
ル
ー
ム
に
、
眼
光
は
鋭
い

が
、
や
ん
ち
ゃ
で
愛
敬
を
秘
め
た
風
貌
の

写
真
が
飾

っ
て
あ
る
。
接
す
る
た
び
に
早

逝
を
惜
じ
む
思
い
を
強
く
感
じ
る
。

梅澤親光の

山岳保護論

関塚貞亨

(5)
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刀

田

「

〇

刀

「山
の
高
さ
の
測
定
」科

学
研
究
委
員
会

一
月
二
十
五
日
、
『山
の
高
さ
』
の
著
者

鈴
木
弘
道
氏
を
ル
ー
ム
に
お
迎
え
し
て
講
演

会
が
行
わ
れ
た
。

富
士
山
頂
の
三
角
点
は

一
九
二
六

（大
正

十
五
）年
設
置
、
一
九
六
二

（昭
和
三
十
七
）

年
低
下
改
埋

（注

・
三
角
点
を
低
い
位
置
に

埋
め
直
し
、
観
測
す
る
こ
と
）
さ
れ
て
、
三

七
七
五

・
六
三
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
に
、
初
め
て
頂
上
ま
で
二
級

水
準
測
量
が
行
わ
れ
、
山
麓
の
三
角
点
五
点

ｏ
水
準
点
三
点
と
山
頂
間
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量

（人
工
衛
星
に
よ
る
測
量
）
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
測
量
の
結
果
は
国
土
地
理
院
の
公
式
の

値
に
は
な
ら
な
い
が
、
剣
ヶ
峰
の
三
角
点
は

設
置
以
来
旧
測
量
の
誤
差
の
範
囲
以
上
の
変

化
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ビ
デ
オ
は
、
富
士
宮
浅
間
神
社

へ
の
参
拝

か
ら
は
じ
ま
り
、
御
殿
場
の
水
準
点
を
基
点

と
し
て
山
頂
ま
で
の
直
接
水
準
測
量
の
模
様

を
撮

っ
て
い
る
。
測
量
に
は
五
十
日
を
要
し

た
。
水
準
測
量
で
得
た
値
三
七
七
四

ｏ
九
七

メ
ー
ト
ル
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量
で
得
た
値
三
七
七

五

・
六
六
メ
ー
ト
ル
の
約
七
〇
セ
ン
チ
の
差

は
、
富
士
山
が
新
し
い
山
で
地
殻
が
平
衡
の

状
態
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
山
頂
直
下
の
ジ
オ

イ
ド
面
の
楕
円
体
面
上
の
高
さ
が
周
辺
よ
り

七
〇
セ
ン
チ
高
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

エ
ベ
レ
ス
ト
の
ビ
デ
オ
は
、
ス
イ
ス
の
ウ

イ
ル
ド
と
ケ
ル
ン
を
合
併
し
た
ラ
イ
カ
の
Ｇ

Ｐ
Ｓ
の
測
量
を
追

っ
て
撮

っ
て
い
る
。
隊
長

は
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
プ
レ
ッ
テ
ィ

で
あ
る
。

イ
ン
ド
測
量
局
が
世
界
最
高
峰
で
あ
る
エ

ベ
レ
ス
ト
を
発
見
し
た
と
き
の
測
量

（
一
〇

〇
マ
イ
ル
以
上
は
な
れ
た
イ
ン
ド
平
原
か
ら

の
片
観
測
）
で
は
八
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
。　
一
九
〇
二
年
の
測
量
で
は
八
八
八
二

メ
ー
ト
ル
、
そ
し
て
現
在
、
標
高
は
八
八
四

八
メ
ー
ト
ル
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は

一
九
五
四
年
に
や
は
リ
イ
ン
ド
測
量
局
が

測
量
し
た
も
の
で
、
当
時
の
測
地
学
の
粋
を

つ
く
し
て
得
ら
れ
た
値
で
あ

っ
た
。

一
九
七
五
年
に
は
、
中
国
隊
が
チ
ベ
ッ
ト

側
か
ら
登
頂
し
た
と
き
に
、
山
頂
に
測
量
用

標
識
を
建
て
、
天
文
、
重
力
の
測
定
も
行
い
、

ジ
オ
イ
ド
の
推
定
も
慎
重
に
し
て
、
八
八
四

八

・
一
三
、
±
〇

・
二
五
メ
ー
ト
ル
を
得
た
。

①

Ｏ

刀

ｍ

■

０

刀

「

積
雪
の
深
さ
九
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
除
い

て
お
り
、
前
記
の
値
よ
り
い
っ
そ
う
精
密
な

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
九
二
年
秋
の
イ
タ
リ
ア
隊
は
、
山
頂

に
光
反
射
用
の
プ
リ
ズ
ム
を

つ
け
た
標
識
を

建
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
運
び
上
げ
、
中
国
お
よ
び

ネ
パ
ー
ル
と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
南
北
両

側
山
麓
か
ら
距
離
測
定
を
含
む
測
量
を
行
い
、

山
頂
と
南
北
両
側
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
同
時
観
測
を

行

っ
た
。
九
時
三
十
分
に
頂
上
に
達
し
、
山

頂
に
約
二
時
間
滞
在
し
た
。
こ
の
と
き
の
高

さ
は
、
八
八
四
六

ｏ
一
〇
メ
ー
ト
ル
で
積
雪

の
深
さ
二

・
五
五
メ
ー
ト
ル
を
除
い
て
い
る
。

計
算
の
詳
細
は
未
発
表
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
に
、
中
国
隊
が
エ
ベ
レ
ス
ト

山
頂
に
測
量
用
標
識
を
建
て
て
測
量
し
た
こ

と
も
、
今
度
、　
一
九
九
二
年
に
中
国
、
ネ
パ

ー
ル
、
イ
タ
リ
ア
の
三
国
が
共
同
作
業
に

よ
っ
て
山
頂
と
南
北
両
側
か
ら
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の

同
時
観
測
を
実
施
し
た
こ
と
も
、
画
期
的
な

こ
と
で
あ
っ
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
を
除
い
て
、
高
山
で
は
測
量

の
た
め
に
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が

普
通
で
あ
る
。
登
山
で
き
な
い
高
山
の
高
さ

の
測
量
の
誤
差
と
し
て
は
、
①
観
測
点
の
高

さ
　
②
光
の
屈
折
量
の
推
定
　
③
零
点
で
あ

る
山
頂
直
下
の
ジ
オ
イ
ド
の
推
定
、
が
あ
る
。

高
さ
と
は
、
ジ
オ
イ
ド
か
ら
の
高
さ
で
あ

る
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
地
球
の
中
心
か
ら

の
距
離
に
関
す
る
測
量
で
あ
り
、
地
心
距
離

が
重
要
に
な
る
。
ち
な
み
に
地
球
の
中
心
か

ら

一
番
遠
い
世
界

一
の
山
は
ア
ン
デ
ス
の
チ

ン
ボ
ラ
ソ
、
日
本
で
は
沖
の
鳥
島
と
な
る
。

＊

鈴
木
弘
道
著

『山
の
高
さ
』
は
、
山
の
高

さ
を
求
め
る
た
め
の
理
論
も
分
か
り
や
す
く

解
説
し
て
あ
る
ほ
か
、
山
岳
標
高

一
覧
に
千

五
百
六
十
五
峰
の
高
さ
が
整
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
お
求
め
に
な
る
方
の
便
を
図
っ

て
事
務
局
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
初
版
を
求

め
ら
れ
た
方
の
た
め
の
正
誤
表
も
用
意
し
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（武
田
満
子
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

医
療
委
員
会

一
九
七
九
年
以
降
、
二
年
ご
と
に
カ
ナ
ダ

（レ
イ
ク

・
ル
イ
ー
ズ
）
で
開
催
さ
れ
る
国
際

低
酸
素
症
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
、
回
を
重
ね
て

今
年
で
九
回
日
、
二
月
十
四
～
十
八
日
に
開

催
さ
れ
た
。
世
界
各
国
か
ら
二
百
九
十
名
の

参
加
、
百
二
十

一
題
の
出
題
が
あ
り
、
う
ち

日
本
か
ら
約
二
十
名
の
参
加
、
十
題
の
発
表

が
な
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本
来
高
所
登
山

医
学
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
発
足
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
高
山
病
解
明
の
根
本
は
ま
ず

低
酸
素
症
そ
の
も
の
の
解
明
に
あ
り
、
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
呼
吸
不
全
症
な
ど
の
臨
床
応
用

に
つ
な
が
る
、
と
し
て
、
広
く

『低
酸
素
症

(6)
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
山
と
は
関
係
の
な
い
生
理
学
者
や

臨
床
家
の
出
題
も
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
の
日
は
い
つ
も
原
点
で

あ
る

『登
山
医
学
の
日
』
に
当
て
ら
れ
て
お

り
、
筆
者
の
参
加
目
的
は
結
局
こ
こ
に
あ
る

し
、
こ
の
報
告
も
そ
れ
を
中
心
に
し
た
い
。

■
高
山
病
は

『低
圧

ｏ
低
酸
素
症
』

最
近
の
医
学
界
の
先
端
的
話
題
の

一
つ
に

一
酸
化
窒
素

（Ｎ
Ｏ
）
が
あ
る
。
こ
の
物
質

に
は
肺
毛
細
血
管
を
拡
張
し
、
肺
動
脈
圧
を

下
げ
る
作
用
が
あ
る
。
高
所
肺
水
腫

（Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｅ
）
の
成
因
の

一
つ
に
肺
動
脈
圧
の
上
昇

と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
フ
ォ
レ
ン
ワ
イ

タ
ー
は
Ｎ
Ｏ
は
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｅ
の
予
防
や
治
療
に

役
立

つ
の
で
は
？
　
と
考
え
、
実
際
高
所
で

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｅ
患
者
に
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
酸
素

飽
和
度
は
上
が
り
、
有
効
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
低
地
で
は
肺
動
脈
圧
が
下
が
れ
ば
動
脈

血
酸
素
分
圧
も
下
が
る
の
で
、
ど
う
も
す
ん

な
り
と
Ｎ
Ｏ
で
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｅ
が
治
療
で
き
る
と

は
い
え
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
。

高
山
病
は

『低
酸
素
症
』
か

『低
圧
症
』

か
と
い
う
古
く
か
ら
の
論
争
が
あ
る
。
筆
者

な
ど
は
、
も
う
こ
れ
は

『低
酸
素
症
」
で
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
が
、
ロ
ー

チ
は
、
こ
れ
は
そ
の
ど
ち
ら
か

一
方
で
は
な

く
、
両
方
の

『低
圧

ｏ
低
酸
素
症
』
で
あ
る

と
い
う
。
高
山
病
、
と
く
に
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｅ
は
、

細
胞
膜
の
内
外
に
お
け
る
水
と
電
解
質

（Ｎａ

Ｋ
、
Ｃａ
）
の
バ
ラ
ン
ス
の
失
調
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
単
な
る
酸
素
分
圧
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
全
体
に
か
か
っ
て
い
る
圧
力
も
関
係

し
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
な
る
と
、
筆
者
な

ど
は
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
も
の
に
修
正
を

加
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

昨
年
の
わ
が
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

来
て
く
れ
た
ハ
ケ
ッ
ト
は
、
急
性
高
山
病
に

対
す
る
ガ
モ
フ
バ
ッ
グ
と
デ
キ
サ
メ
サ
ゾ
ン

の
治
療
効
果
を
比
較
し
て
、
ガ
モ
フ
バ
ッ
グ

が
優
れ
て
い
る
の
は
最
初
の
二
時
間
だ
け
で
、

六
時
間
な
い
し
二
十
四
時
間
後
に
は
む
し
ろ

デ
キ
サ
メ
サ
ゾ
ン
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
た
、

と
い
う
極
め
て
示
唆
に
富
む
研
究
を
発
表
し

て
い
る
。
こ
の
バ
ッ
グ
の
最
初
の
二
時
間
の

効
果
の
違
い
は
患
者
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ

る
か
ら
、
両
者
の
併
用
、
つ
ま
り
最
初
に
デ

キ
サ
メ
サ
ゾ
ン
４

昭
を
飲
ま
せ
て
か
ら
バ
ッ

グ
に
い
れ
、
二
時
間
後
に
出
す
、
と
い
う
方

法
が
最
も
実
用
的
な
方
法
だ
と
思
わ
れ
る
。

■

『国
際
登
山
医
学
会
』
総
会
の

日
本
開
催
に
ご
支
援
を
！

以
上
、
筆
者
が
理
解
で
き
た
範
囲
内
で
会

員
諸
氏
の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
た
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
二
、
三
ご
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
本

会
会
員
諸
氏
に
お
願
い
し
て
お
き
た
い
こ
と

が
あ
る
。

そ
れ
は
、
ス
イ
ス
に
本
拠
を
置
く

『国
際

登
山
医
学
会
』
の
総
会
引
き
受
け
、
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
こ
の
会
の
会
長
、
フ
ラ
ン
ス

の
リ
シ
ャ
レ
ー
教
授
が
、
こ
の
学
会
の
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
の
編
集
委
員
会
を
日
本
で
開
く

が
、
そ
れ
に
本
会
理
事
の
堀
井
先
生
は
じ
め

日
本
登
山
医
学
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
人
た

ち
も
加
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。
実
は
、
こ

の
会
の
総
会
は
二
年
お
き
で
、
前
々
回
は
ス

イ
ス
の
ク
ラ
ン
ス
モ
ン
タ
ナ
、
前
回
は
フ
ラ

ン
ス
の
シ
ャ
モ
ニ
ー
、
次
回

（来
年
）
は
ペ

ル
ー
の
ク
ス
コ
、
と
き
て
、
次
々
回

（
一
九

九
八
年
）
は
日
本
の
長
野
で
お
願
い
で
き
る

か
と
い
う
相
談
で
あ
る
。
こ
の
会
の
日
本
代

表
、
信
州
大
学
の
上
田
五
雨
名
誉
教
授
の
了

＞

解
は
得
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
れ
が
実
現
す
　
７

れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
の
登
山
医
学
の
現
状
を
　
＜

世
界
に
紹
介
す
る
非
常
に
よ
い
機
会
な
の
で
、

帰
国
後
、
上
田
先
生
は
じ
め
関
係
各
位
と
相

談
の
上
、
日
本
登
山
医
学
研
究
会
と
し
て
極

力
支
援
す
る
、
と
答
え
て
お
い
た
。
国
際
学

会
と
も
な
れ
ば
、
こ
れ
は
日
本
全
体
の
広
い

支
持
が
な
い
と
到
底
実
現
不
可
能
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
の
各
位
に
も
、
ご
理
解
、
ご
支

援
の
ほ
ど
、
な
に
ぶ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
島
道
郎
）

次

代

に

残

そ

つ
2ヽ

」F
グむ

し

い

1

山

と

渓

平
成
六
年
度
海
外
登
山
基
金
に
つ
い
て

今
回
の
海
外
登
山
基
金
補
助
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
六
年
十
二
月
二
十
日
ま
で

に
応
募
の
あ
っ
た
十

一
団
体
に
つ
い
て
、

平
成
七
年

一
月
十
八
日
、
海
外
登
山
基
金

委
員
会
に
て
審
査
が
行
わ
れ
、　
一
月
二
十

日
の
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
補
助

金
総
額
は
三
百
万
円
で
す
。

●
百
万
円
　
　
日
本
山
岳
会
マ
カ
ル
ー

登
山
隊

一
九
九
五

海
外
登
山
委
員
会

●
五
十
万
円
　
日
本
大
学
エ
ベ
レ
ス
ト

登
山
隊

●
五
十
万
円
　
一
九
九
五
西
蔵

ｏ
日
本
友

好
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
２

峰
登
山
隊

以
上
の
三
隊
で
す
。
交
付
団
体
に
は
、

報
告
書
お
よ
び
会
計
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
度
の
基
金
補
助
に
つ
い
て
は
、

会
報
九
月
号
に
公
表
し
ま
す
。
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東

西
南

北

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、
短
歌
、

詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ベ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。

（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
点
に
つ
き
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
～
七
枚
程
度

で
お
願
い
し
ま
す
）

冒冒
買買
7    7   7    7

カット 中村あや

被
災
お
見
舞
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

住
吉
仙
也

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
皆
々
様

ヘ

地
震
被
災
の

一
月
十
七
日
よ
り
、
早
く
も

一
か
月
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

寒
か
っ
た
冬
も
去
り
、
陽
光
の
暖
か
さ
と

共
に
、
椿
や
梅
の
花
が
春
の
彩
り
を
添
え
て

心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

被
災
当
時
は
、
安
否
を
気
遣
う
お
電
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
恐
ら
く

さ
ら
に
多
く
の
方
々
が
電
話
を
く
だ
さ
っ
た

の
に
、
不
通
で
交
信
で
き
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
も
た
く
さ
ん
の
友
人
か
ら
物
心
両

面
の
身
に
余
る
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た

改
め
て
友
人
の
有
り
難
さ
、
何
も
の
に
も
替

え
ら
れ
ぬ
私
の
宝
物
で
あ
る
と
身
に
し
み
て

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

不
思
議
な
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が

山
を
通
し
て
の
友
人
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

今
ま
で
の
私
の
生
活
が
、
単
な
る
医
師
と
し

て
で
な
く
、
登
山
を
介
し
た
人
生
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
こ
の
上
な
く
幸
せ
で
あ
っ
た
と
驚

き
と
共
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

二
年
前
に
医
業
全
廃
後
は
、
写
真
や
日
記

を
中
心
に
、
今
ま
で
の
自
分
の
歴
史
を
整
理

し
て
み
る
予
定
で
し
た
が
、
資
料
散
逸
し
実

現
で
き
る
か
ど
う
か
判
ら
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
も

一
つ
の
起
点
と
し
て
新
し
い
余

生
計
画
を
立
て
ら
れ
る
と
張
り
切

っ
て
お
り

ま
す
。

全
壊
し
た
家
（阪
急
神
戸
線

ｏ
夙
川
駅
前
）

の
周
囲
の
状
況
よ
り
当
分
（二
年
ほ
ど
か
？
）

は
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
の
目
安
が
つ
き
ま
せ
ん

の
で
、
念
願
の

″浮
草
生
活
〃
を
楽
し
む
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。

お
陰
様
で
心
身
共
に
全
く
健
康
で
す
ゆ
え
ヽ

こ
の
点
は
ご
放
念
く
だ
さ
い
。

と
に
か
く
、
皆
様
の
ご
厚
情
の
深
さ
に
た

だ
た
だ
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
何
か
ご

期
待
に
添
え
る
よ
う
な
積
極
的
な
日
々
を
送

る
所
存
で
す
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
簡
単
な
中
間
報
告
と

い
た
し
、
重
ね
て
お
礼
の
言
葉
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
七
年
二
月
五
日

追
伸

・
連
絡
先
は

一
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
Ｔ
Ｈ
Ｉ
の
田
中
君
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｈ
Ｉ
　
』
〇
三
―
五
二
四
五
―
〇
五

一
一

単
身
の
山
ｍ

砂
田
定
夫

那
須
と
矢
板
に
合
わ
せ
て
九
年
間
勤
務
し
、

こ
の
四
月
に
東
京
へ
帰
任
し
た
。
出
張
先
で

も
赴
任
先
で
も
、
近
辺
の
め
ば
し
い
山
を
探

し
て
稼
ぎ
ま
く
る
の
は
、
山
屋
の
哀
し
い
性

と
も
い
う
べ
き
か
。

単
身
赴
任
を
利
用
し
て
単
独
で
気
ま
ま
に

や
る
山
行
は
、
勝
手
に

〃単
身
登
山
〃
と
称

し
て
い
る
。
勤
務
地
を
基
点
に
し
た
山
行
は

百
五
十
回
を
数
え
る
が
、
こ
の
う
ち
那
須
岳

を
中
心
と
し
た
山
域
が
四
割
を
占
め
る
。
何

と
い
っ
て
も

〃近
く
て
よ
い
山
〃
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
那
須
と
い
え
ば
、
学
生
時
代
に

学
友
た
ち
と
茶
臼
か
ら
主
稜
を
北
へ
縦
走
、

坊
主
沼
に

一
泊
し
て
大
白
森
を
越
え
、
二
股

温
泉
へ
下
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。

赴
任
し
た
そ
の
四
月
、
朝
日
岳
を
目
指
し

て
南
面
の
急
な
ル
ン
ゼ
を
つ
め
た
と
き
、
春

の
北
穂
沢
辺
り
を
登

っ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚

に
陥

っ
た
が
、
す

っ
か
り
気
に
入

っ
て
、
こ

れ
を
皮
切
り
に
那
須
岳
通
い
が
始
ま
っ
た
。

あ
る
年
は
、
季
節
に
よ
る
山
の
表
情
の
変

化
を
求
め
て
、　
一
年
を
通
し
毎
月
い
ず
れ
か

の
頂
上
に
立

っ
た
。
同
じ
山
で
も
季
節
と
ル

ー
ト
の
選
択
に
よ
っ
て
、
い
つ
も
新
た
な
感

動
を
与
え
て
く
れ
た
。
夏
の
早
朝
、
出
勤
前

に
車
で
最
上
部
の
駐
車
場
ま
で
行

っ
て
、
峰

ノ
茶
屋
を
往
復
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

強
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
厳
冬
よ
り
も
、
や
は
り

青
い
空
と
輝
く
残
雪
の
頃
が
よ
い
。
赤
崩
山

（旭
岳
）
へ
登
っ
た
の
も
四
月
、
山
の
姿
も
佳

い
が
、
ル
ー
ト
を
模
索
し
な
が
ら
の
面
白
い

山
登
り
が
で
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

新
緑
の
美
し
い
時
期
は

一
斉
に
花
が
開
く
。
８

白
笹
山
と
南
月
山
の
間
は
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
　
＜

シ
ロ
ヤ
シ
オ
が
見
事
で
、
日
ノ
出
平
近
辺
に

は
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
が
満
開
に
な
る
。
大
峠
を
中

心
に
し
た
夏
の
お
花
畑
も
捨
て
難
い
し
、
三

斗
小
屋
宿
跡
か
ら
麦
飯
坂
を
経
て
沼
原
湿
原

に
至
る
ブ
ナ
林
も
趣
が
あ
る
。

紅
葉
の
頃
、
姥
ヶ
平
を
散
策
す
る
の
も
楽

し
い
。
以
前
は
ハ
イ
マ
ツ
を
分
け
な
け
れ
ば

行
け
な
か
っ
た
通
称
〃ひ
ょ
う
た
ん
池
〃
は
い

ま
木
道
が
敷
か
れ
て
簡
単
に
行
け
る
。
こ
こ

か
ら
茶
臼
を
背
景
に
し
た
眺
め
は

一
見
に
値

す
る
。
赤
面
山
に
夕
方
登
っ
て
眺
め
た
残
照

の
那
須
連
山
の
美
し
さ
は
忘
れ
難
い
し
、
冬

の
清
水
平
や
三
本
槍
あ
た
り
に
で
き
る
灌
木

の
霧
氷
や
樹
氷
も
印
象
が
深
い
。
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最
後
に
残

っ
た
課
題
、御
沢
の
〃幻
ノ
滝
〃

探
訪
、
鬼
面
山

（
王
ハ
一
六
メ
ー
ト
ル
）
登

頂
、
流
石

ｏ
大
倉

・
三
倉
を
経
て
音
金
へ
下

る
コ
ー
ス
、
そ
し
て
紅
葉
の
鏡
沼
探
勝
。
こ

れ
ら
を
昨
年
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
鏡
沼

を
除
い
て
は
人
に
出
会
う
こ
と
も
な
く
、
静

か
な
山
だ
っ
た
。

な
お
、
大
倉
山
と
三
倉
山
の
呼
称
に
つ
い

て
逆
の
説
が
あ
る
の
は
面
白
い
。
山
名
の
詮

索
は
避
け
る
が
、
国
土
地
理
院
の
地
図
が
、

あ
る
年
の
改
正
で
入
れ
替
え
た
よ
う
で
あ
る
。

栃
木
側
で
は
現
在
の
地
形
図
と
反
対
に
呼
ぶ

向
き
が
あ
り
、
こ
の
山
域
に
つ
い
て
詳
述
し

た

「
三
斗
小
屋
温
泉
誌
」
（随
想
舎
刊
）
で

は
、
敢
え
て
北
の
ほ
う
を
大
倉
、
南
側
を
三

倉
と
記
し
て
い
る
。

高
野
鷹
蔵
氏
の
書
簡
か
ら
０

望
月
達
夫

○
昭
和
三
十
五
年
五
月
二
十
四
日

ｏ
葉
書

小
杉
画
伯
の
事
に
つ
き
早
速
御
手
紙
を
頂

き
御
存
意
有
り
難
く
感
銘
の
至
り
で
す
、
ふ

と
考
へ
つ
い
た
事
は
、
石
井
鶴
さ
ん

（注
＝

鶴
三
）
あ
た
り
を
活
用
し
た
ら
如
何
で
す
、

ち
と
小
杉
さ
ん
は
古
過
ぎ
て
、
サ
ス
ガ
藤
島

君

（注
＝
敏
男
）
も
引

ッ
か
か
り
が
見
つ
か

る
で
し
ょ
う
か
。
画
家
と
し
て
は
大
下
藤
次

郎
、
丸
山
晩
霞
あ
た
り
、
小
島
君
と
の
関
係

も
あ
り
、
更
ら
に
古
く
は
高
島
北
海
さ
ん
な

五
十
歳
、
六
十
歳
の
熟
年
が
八
千
メ
ー

ト
ル
峰
を
登
る
時
代
に
な
っ
た
、
と
先
日

書
い
た
が
、
八
千
メ
ー
ト
ル
と
言
わ
ず
と

も
、
仕
事
が

一
段
落
し
て
、
念
願
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
を
眺
め
に
行

っ
て
こ
よ
う
、
と
い
う

中
高
年
が
最
近
増
え
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
山
登
り
が
好
き
で
相
応
の

経
験
の
あ
る
人
も
い
る
が
、
遅
く
登
山
を

は
じ
め
た
人
も
お
り
、
四
千
メ
ー
ト
ル
以

上
の
高
度
と
な
る
と
、
初
体
験
の
人
が
多

在
住
の
五
十
四
歳
の
男
性
が
、
途
中
の
マ

ッ
チ
ャ
ル
モ

（四
四

一
〇
メ
ー
ト
ル
）
で

死
ん
だ
。
暮
れ
の
休
み
を
利
用
し
て
仲
間

な
ど
五
人
で
出
か
け
た
が
、
元
日
、
ゴ
ー

キ
ョ

（四
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
た
ど
り

着
い
た
と
こ
ろ
で
こ
の
男
性
だ
け
は
不
調

で
ロ
ッ
ジ
に
残
り
、
四
人
は
そ
の
ま
ま
頂

上
を
め
ざ
し
た
。
ゴ
ー
キ
ョ
・
ピ
ー
ク
を

登
っ
た
四
人
が
下
り
て
き
た
時
は
、
男
性

の
意
識
は
な
く
、
他
の
日
本
人
パ
ー
テ
ィ

ー
か
ら
酸
素
を
借
り
て
吸
入
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
い
っ
た
ん
意
識
が
戻

っ
た
。
こ
の
た

め
、
皆
で
マ
ッ
チ
ャ
ル
モ
ま
で
下
り
て
宿

泊
。
翌
朝
、
歩
き
だ
し
て
間
も
な
く
倒
れ
、

そ
の
ま
ま
死
亡
し
た
と
い
う
。

一
月
四
日
に
は
、
パ
ル
チ
ャ
モ

（六
二

七
三
メ
ー
ト
ル
）
方
面
ヘ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

に
来
た
富
山
県
出
身
の
五
十
歳
の
男
性
が
、

高
山
病
に
か
か
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救

出
さ
れ
た
が
、
ル
ク
ラ
近
く
ま
で
来
た
と

こ
ろ
機
内
で
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
起

き
て
い
る
。
こ
の
人
は
タ
ー
メ

（三
八
〇

〇
メ
ー
ト
ル
）
上
部
の
テ
ン
ボ

（四
三
二

〇
メ
ー
ト
ル
）
付
近
で
体
調
を
崩
し
、
タ

ー
メ
ま
で
下
山
。
こ
こ
で
酸
素
補
給
を
受

け
、
い
っ
た
ん
快
方
に
向
か
っ
た
よ
う
に

見
え
た
が
、
翌
朝
ト
イ
レ
に

一
人
で
立

っ

て
倒
れ
た
。
ヘ
リ
の
中
で
も
酸
素
を
吸
っ

て
い
た
が
、
意
識
が
急
に
な
く
な
っ
た
と

い
う
。

中
高
年
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
三
つ
の

死
亡
事
故
に
共
通
す
る
教
訓
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
意
識
を
回
復
し
て

「大
丈
夫
動
け

る
」
と
本
人
が
言
っ
た
と
し
て
も
、
高
所

で

一
晩
で
も
余
計
に
過
ご
せ
ば
、
確
実
に

死
が
近
づ
く
、
と
い
う
点
だ
。

お
そ
ら
く
、
近
く
に
い
た
仲
間
た
ち
も

「ま
さ
か
死
ぬ
こ
と
は
な
い
さ
」
と
楽
観

し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
高
山
病
の
恐
ろ

し
さ
は
、
最
後
の
瞬
間
に
な
ら
な
い
と
わ

か
ら
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
危
機

一
髪
で
死
な
な

い
で
済
ん
だ
、
と
い
う
ケ
ー
ス
は
い
く
つ

も
起
き
て
い
る
。
事
故
の
関
係
者
も
、
ト

レ
ツ
キ
ン
グ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
旅
行
社
も

で
き
れ
ば
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
宣
伝
し

た
く
な
い
、
と
い
う
の
が
普
通
だ
か
ら
、

表
に
出
な
い
ま
ま
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
で
い
い
の
か
。

日
本
人
は
、
三
千
五
百
メ
ー
ト
ル
を
越

え
る
標
高
に
つ
い
て
も

っ
と
謙
虚
に
な
っ

て
い
い
。
四
千
、
五
千
メ
ー
ト
ル
の
山
旅

を
す
す
め
る
旅
行
社
は
、
オ
ー
バ
ー
な
ほ

ど
に
低
酸
素
の
怖
さ
を
強
調
し
た
ほ
う
が

い
い
。
そ
し
て
、
実
際
に
高
山
病
の
怖
さ

を
体
験
し
た
人
た
ち
は
、
言
い
に
く
く
て

も
、
そ
の
体
験
を
冷
静
に
仲
間
た
ち
に
語

っ
て
ほ
し
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ピ
ー
ク
に
登

る
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
ほ
う
が
は
る
か
に

勇
気
あ
る
行
為
だ
と
思
う
。

二
月
六
日
、
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
で
大
阪

・
吹
田
市
在
住
の
六
十
歳
の
ト
レ
ッ
カ
ー

が
死
ん
だ
。
デ
イ
ン
ボ
チ
ェ
で
気
分
が
悪

く
な
り
、
プ
ン
キ
と
い
う
所
ま
で
下

っ
た

が
、　
一
泊
し
て
翌
朝
、
外
に
出
た
途
端
倒

れ
た
と
い
う
。
急
性
高
山
病
に
よ
る
も
の

と
み
ら
れ
る
が
、
衝
撃
は
大
き
い
。

ク
ー
ン
ブ
地
方
で
は
今
年
に
な

っ
て
日

本
人
の
死
者
が
こ
れ
で
二
人
と
な

っ
た
か

ら
だ
。
し
か
も
、
い
ず
れ
の
場
合
も
五
十

歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る
中
高
年
だ
っ
た
。

一
月
二
日
、
ゴ
ー
キ
ョ
・
ピ
ー
ク

（五

三
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
め
ざ
し
た
千
葉
県

クーンプで高山病

3人目の死

江本嘉伸

(9)
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轟
鸞
轍
¨
俳
句

一翻
灘
鸞
一灘
職蠅
一趙
輌鸞
”鐵
爾
購
灘

八
方
尾
根
懇
親
ス
キ
ー
山
行西

山
秀
夫

寒
紅
の
娘
と
乗
り
合
は
す
ペ
ア
リ
フ
ト

リ
フ
ト
寒
し
六
千
尺
の
高
さ
ま
で

吹
き
荒
れ
し
六
千
尺
の
ス
キ
ー
宿

望
岳
の
部
屋
の
小
窓
の
目
貼
り
か
な

暖
房
や
持
ち
寄
る
酒
の
色
々
と

水
割
り
に
氷
柱
を

つ
か
ふ
と
は
乙
な

尖
り
し
ケ
ル
ン
の
先
に
雪
つ
か
ず

吹
雪
く
夜
の
布
団
の
中
の
安
け
さ
よ

寒
禽
よ
梢
に
何
を
見
出
す
や

愛
さ
れ
て
ピ

ッ
ケ
ル
の
木
の
古
び
た
り

翻機
態
　
詩
　
蠍麟
瑯ｍ
一醐炒
鸞
麟
銀趙
蝠
懸
一継麟
麟
朗螂

八
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ

塔
田
也
寿

赤
く
透

つ
た
光
の
足
が

カ
ー
ル
の
斜
面
を
の
ぼ

っ
て
く
る

は
る
か
山
々
の
頂
は

一
は
け
の
朱
を
天
に
残
し
て

青
墨
色
に
沈
ん
で
ゆ
く

私
が
こ
の
束
の
間
の
時
間
の
推
移
の
中
で

小
さ
な
赤
紫
の
花
々
に

ど
も
山
岳
会
の
初
期
と
は
関
係
が
あ
り
ま
す

藤
島
君
と
御
歩
き
の
由
、
羨
望
の
至
り
、
足

の
痛
み
が

「
ア
リ
ナ
ミ
ン
」
で
と
れ
た
と
喜

ぶ
人
間
に
な
っ
て
は
、
終
着
駅
も
あ
と
イ
ク

ツ
か
と
云
ふ
わ
け
で
す
。

（以
下
の
二
通
は
私
が
札
幌
市
南
六
条
西
十

七
丁
目

一
二
五
六
に
在
住
当
時
頂
い
た
も
の

○
昭
和
三
十
七
年
二
月
十

一
日

ｏ
封
書

札
幌
に
て
　
望
月
岳
兄

拝
啓
　
今
日
著
漢
堂
か
ら

「山
岳
」
の
別

刷

（茨
木
君
の
事
）
を
貴
名
で
送

っ
て
く
れ

ま
し
た
、　
一
々
御
丁
寧
な
御
取
扱
で
恐
縮
し

て
居
り
ま
す
。

平
常
、
嵩
が
色
々
と
御
配
慮
に
預
り
居
り

有
り
難
く
御
礼
申
上
ま
す
。

今
月
の

「自
然
」
と
云
ふ
雑
誌
に
久
米
庸

孝
氏
が

「山
の
遭
難
と
天
候
」
と
云
ふ
如
き

題
名
で
書
い
て
い
ま
す
、
或
は
御
存
じ
か
と

存
じ
ま
す
が
、
久
米
さ
ん
は
私
の
長
男
岳
雄

（タ
ケ
オ
×
嵩
の
兄
、
現
在
は
此
二
人
丈
け

の
中
学
以
来
の
友
人
で
、
此
頃
大
分
山
の
遭

難
事
件
に
何
か
書
れ
て
い
る
様
で
す
、
「自

然
」
は
未
だ
見
ま
せ
ん
の
で
、
ど
ん
な
事
を

書
れ
て
る
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
若
し

一
度
他

の
雑
誌

（公
刊
の
）
に
出
た
も
の
で
も
差
支

へ
な
く
ば

「山
岳
」
に
書
い
て
も
ら
っ
た
ら

ど
う
か
と
、
私
独
り
で
考
へ
ま
し
た
、
尤
も

私
の
希
望
は
純
学
術
的
の
も
の
を
頼
み
た
い

の
で
、
久
米
さ
ん
の
専
門
的
論
文
を
後
世
に

残
す
よ
す
が
に
も
と
思
い
つ
い
た
の
で
す
、

若
し
御
賛
成
を
得
ま
す
れ
ば

一
度
久
米
さ
ん

に
頼
ん
で
見
ま
す
、氏
の
専
門
外
の
「山
岳
」

に
書
い
て
く
れ
る
か
ど
う
か
は
付
度
出
来
ま

せ
ん
が
御
存
意
を
拝
承
し
て
か
ら
と
存
じ
て

い
ま
し
た
ら
、
此
幸
便
を
得
ま
し
た
。

札
幌
の
中
央
保
健
所
長
を
し
て
い
る
土
屋

文
男
氏

（医
博
）
は
私
の
馬
の
知
己
で
す
が

何
か
保
健
上
の
御
用
が
出
ま
し
た
ら
私
の
名

を
御
利
用
願
上
ま
す
。
私
も
大
分
老
人

（七

十
八
才
）
と
な
り
、
病
院
通
い
を

つ
づ
け
て

い
ま
す
が
、
差
当
り
大
病
も
な
く
当
分
生
き

て
る
つ
も
り
で
居
り
ま
す
。
為
め
に
会
の
為

め
に
も
何

一
つ
働
け
ま
せ
ん
。

岡
野
さ
ん
の
記
念
碑
が
出
来
た
さ
う
で
す

が
中
々
見
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
、
全

く
街
に
も
出
な
い
生
活
を
送

っ
て
居
り
ま
す
、

街
に
出
る
と
車
が
コ
ワ
イ
の
で
す
、
自
動
車

事
故
で
死
ぬ
の
は
真
平
と
念
じ
て
居
り
ま
す

の
で
。
／
取
敢
ず
御
礼
労
々
右
迄
　
不
備

○
昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
二
日

・
葉
書

御
手
紙
拝
受
御
尊
意
拝
誦
致
し
ま
し
た
、

去
る
十
五
日
か
ら
流
行
遅
れ
と
な
ら
ぬ
様
に

と

「流
感
」
に
と
り
つ
か
れ
今
に
臥
床
致
し

て
居
り
ま
す
。
何
れ
久
米
さ
ん
の
方
は
今
少

し
私
か
ら
確
か
め
て
か
ら
申
上
た
い
と
存
じ

ま
す
。
取
敢
ず
。＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

高
野
さ
ん
か
ら
の
私

へ
の
書
簡
は
以
上
で

一

総
て
で
あ
る
が
、
同
氏
は
本
会
の
初
期
、
会

一

の
元
締
め
的
存
在
で
あ

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、一

山
岳
写
真
の
草
分
け
で
も
あ
り
、
生
来
凝
り

一

性
の
性
格
か
ら

「高
山
深
谷
」
の
よ
う
な
写

一
真
集
を
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
就
い
て
は

冒
頭
の
追
悼
欄
の
文
章
、
そ
の
他
に
よ
っ
て

知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
倉
家
で
み
つ
か

っ
た

ウ

エ
ス
ト
ン
の
写
真

さ
わ
が
に
出
岳
会
代
表
　
小
野
　
健

ウ
エ
ス
ト
ン
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
北
部
の

最
高
峰
白
馬
岳
に
登
る
前
、
ア
ル
プ
ス
の
終

端
を
確
認
す
る
た
め

一
八
九
四
年
七
月
十
九

日
、
天
下
の
瞼

ｏ
親
不
知
の
断
崖
に
立

っ
た
。。

こ
の
と
き
、
国
道
開
削
の
た
め
カ
ッ
ト
し
た

岩
壁
に
、
開
通
を
記
念
し
て
刻
ま
れ
た

「砥

＞

如
矢
如
」
を
み
て
、
「
日
本
ア
ル
プ
ス
の
登
　
１０

山
と
探
険
」
に
そ
の
英
訳
文
を
掲
載
し
て
い
　
＜

る
。
著
書
の
中
で
ウ
エ
ス
ト
ン
は
、
こ
の
ア

ル
プ
ス
山
脈
の
起
点
を
形
成
し
て
い
る
の
は

花
向
岩
の
岩
壁
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、

正
し
く
は
親
不
知
火
山
岩
類
に
属
す
る
凝
灰

質
角
礫
安
山
岩
で
あ
る
。

ウ
エ
ス
ト
ン
が
登

っ
た
頃
の
白
馬
岳
は
、

大
蓮
華
山
群
の
主
峰
で
大
蓮
華
と
か
鑓
ヶ
岳

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
加
賀
藩
の
奥
山
見
回
り

役
は
上
駒
ヶ
岳
と
か
鑓
ヶ
岳
と
記
録
し
て
い

る
。
現
在
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
起
点
親
不
知

か
ら
白
馬
岳
に
至
る
栂
海
新
道
が
、
さ
わ
が

に
山
岳
会
に
よ
り
昭
和
四
十
六
年
に
開
通
さ

れ
た
が
、
当
時
こ
の
新
道
が
あ
っ
た
ら
〇
～

三
千
メ
ー
ト
ル
を
目
指
し
て
日
本
海
か
ら
白
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恋
人
の
よ
う
に
頼
よ
せ
る
と
き

ひ
と
は
幼
い
感
傷
と

ち
ら
り
と
横
目
で
過
ぎ
ゆ
く
だ
ろ
う

し
か
し
　
私
は
そ
の
と
き

は
る
か
に
遠
い
時
間
の
奥
に

た
し
か
に
氷
河
の
軋
む
の
を
聞
き

一
本
の
　
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
に
な
っ
て

い
た
の
だ

翻
麒
い　
俳
句

朧
雛
撚
難
麟
機
難
灘
轟
難
総
灘
燃

三
水
会
現
地
集
会
に
て

勝
田
房
治

冬
桜
山

日
矢
差
し
て
紅
蘇
る
冬
桜

一
山
に
こ
ぞ
り
て
け
ぶ
る
冬
桜

頬
赤
き
慈
母
観
音
や
木
守
柚
子

寄
生
木
の
入
日
に
と
も
る
冬
木
立

夕
月
に
凧
の
の
び
来
し
秩
父
越

竹
寺

黄
昏
の
嶺
彩

つ
く
し
日
脚
伸
ぶ

凍
て
し
道
な
だ
め
て
登
る
山
の
寺

揮
一曇
停
め
和
尚
手
か
ざ
す
大
火
鉢

梅
が
香
を
肴
に
朝
の
般
若
湯

地
の
温
み
抱
き
て
二
輪
寒
葵

馬
岳
ま
で
縦
走
登
山
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

親
不
知
を
訪
れ
た
ウ
エ
ス
ト
ン
、
ハ
ミ
ル

ト
ン
、
浦
口
文
治
の

一
行
は
、
そ
の
日
、
糸

魚
川
新
屋
の
古
川
屋
に
宿
泊
し
た
。
七
月
二

十
日
は
、
明
治
二
十
五
年
に
開
通
し
た
姫
川

沿
い
の
道
路
（現
国
道

一
四
八
号
線
）を
人
力

車
で
往
き
、
小
滝
村
の
村
長
中
倉
利
忠
治
宅

（現
糸
魚
川
市
山
之
坊
）
に
宿
泊
し
た
。
当
時

の
中
倉
家
は
、
荷
馬
車
に
よ
り
海
産
物
等
を

信
州

（大
町
方
面
）
に
運
ぶ
運
送
業
を
営
ん

で
い
た
。
七
月
二
十
四
日
、
自
馬
岳
登
頂
を

果
た
し
て
下
山
し
た

一
行
は
、
正
午
過
ぎ
再

び
中
倉
家
に
立
ち
寄
り
帰
路
の
挨
拶
を
し
て

い
る
。
利
忠
治
村
長
は
、
国
道
開
通
の
た
め

に
も
多
大
の
貢
献
を
し
た
村
の
実
力
者
で
、

人
格
容
貌
と
も
に
立
派
な
人
物
で
あ
っ
た
と

い
う
。
ウ
エ
ス
ト
ン
は
そ
の
著
書
で
、

ワ
「”
Ｆ
”
的
Ｃ
『
”
　
”
　
』
”●
①
　
〓Ｏ
Ｏ
Ｆ
トロ
的
　
目
Ｐ
”
●
・

Ｃ
コ
Ｃ
∽
Ｃ
”
目
Ч

け”
〓
・　
”
口
ヽ
　
ダ
「許
ｒ
　
”

』
，
０
０

０
日①
”
∽
ぃ目
的
けＯ

”

鮎
①
的
『
①
①
匡
●
０
０
【口

いヽ
〇
●

”
●
ｐ
Ｏ
口
”
∽
”
【５
”
Ｆ①
ヽ
”
り

，
コ
①
∽
①
・

と
紹
介
し
、
三
井
嘉
雄
訳
著

「
日
本
ア
ル
プ

ス
登
攀
日
記
」
（平
凡
社
）
に
は
押
し
出
し

の
立
派
な
人
物
と
記
さ
れ
て
い
る
。

発
見
さ
れ
た
写
真
は
、
中
倉
家
玄
関
前
で

白
馬
岳
登
山
同
行
者
の
山
崎
新
吾
（ウ
エ
ス

ト
ン
の
記
録
に
は
山
崎
巡
査
と
し
か
な
か
っ

た
が
、
写
真
の
裏
メ
モ
に
よ
り
初
め
て
新
吾

と
い
う
名
前
が
わ
か

っ
た
）
巡
査
と
並
ん
だ

ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
あ
る
。
俵
を
積
ん
だ
二
台

の
荷
車
、
馬
を
世
話
す
る
馬
方
、
中
央
後
方

に
利
忠
治
氏
？
　
と
子
供

（利
忠
治
氏
に
実

子
は
な
か
っ
た
）
が
見
え
る
。
こ
の
家
は
明
治

四
十
年
頃
焼
失
し
、
現
在
の
家
は
ほ
ぼ
同
じ

場
所
で
間
口
が
三
間

（全
九
間
）
ほ
ど
縮
小

さ
れ
て
い
る
。
中
倉
家
の
系
譜
は
、
利
忠
治

―
近
吉

（養
子
）
―
忠
治
―
英
市
氏
で
三
～

四
代
は
ご
健
在
で
あ
る
。
三
代
目
よ
り
運
送

業
を
や
め
て
豆
腐
屋
を
経
営
し
、
六
十
年
来

の
手
作
り
豆
腐
屋
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

写
真
は
、
今
年
に
入

っ
て
古
い
写
真
を
整

理
し
て
い
た
と
き
に
出
て
き
た
も
の
で
、
本

年

一
月
、
青
海
町
の
郷
土
史
家
蛭
子
健
治
氏

が
こ
の
写
真
の
中
に
ウ
エ
ス
ト
ン
を
確
認
さ

れ
た
。
写
真
の
裏
側
の
日
付
は
明
治
二
十
八

年
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
撮
影
日
よ
り
か
な

り
経
過
し
た
後
日
に
送
ら
れ
て
き
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
薄
茶
色
に
変
色
し
て

い
る
が
、
ウ
エ
ス
ト
ン
独
特
の
ス
タ
イ
ル
と

山
崎
巡
査
の
制
服
直
立
の
姿
が
、
百
年
余
り

前
の
生
活
情
景
の
中
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る

よ
う
な
貴
重
な
写
真
で
あ
る
。

ム
ス
タ
ン
の
旅

中
村
あ
や

そ
の
前
年
、
初
め
て
外
国
人
に
開
放
さ
れ

た
ム
ス
タ
ン
王
国
へ
、
東
九
州
支
部
の
西
さ

ん
と

一
緒
に
出
か
け
よ
う
と
い
う
話
が
出
た

の
は
、　
一
九
九
四
年
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
＞

そ
れ
に
は
、
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
、
高
い
入
　
１１

国
料
を
支
払
い
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
　
＜

を

つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

九
州
の
西
、
甲
斐
、
安
藤
、
稲
葉
さ
ん
、

お
よ
び
夫
と
私
の
総
勢
六
名
は
、
九
四
年
十

一
月
八
日
夕
刻
、
香
港
空
港
で
合
流
し
、
カ

ト
マ
ン
ズ
を
経
て
ポ
カ
ラ
に
入
っ
た
。
こ
こ

で
サ
ー
ダ
ー
の
ダ
ヌ
ー
氏
と
リ
エ
ゾ
ン
・
オ

フ
ィ
サ
ー
の
ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト
氏
に
出
会
い
、

十
日
十

一
時
、
砂
埃
の
舞
う
ジ
ョ
ム
ソ
ン
空

港
に
降
り
立

っ
た
。
歩
い
て
三
分
の
ム
ー
ン

ラ
イ
ト
ホ
テ
ル
と
称
す
る
宿
に
落
ち
着
き
、

午
後
は
サ
ー
ダ
ー
の
案
内
で
、
対
岸
の
古
い

村
チ
ミ
ガ
オ
ン
の
見
学
に
行

っ
た
。

翌
朝
は
快
晴
、
ホ
テ
ル
の
正
面
に
は
ニ
ル

ギ
リ
が
大
き
く
朝
日
に
輝
い
て
い
る
。
八
時
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出
発
、
荷
物
は
五
人
の
ポ
ー
タ
ー
と
五
頭
の

馬
が
運
ん
で
く
れ
る
。
町
を
抜
け
て
カ
リ
ガ

ン
ダ
キ
の
広
い
河
原
を
行
く
と
、
背
後
に
ツ

ク
チ
ェ
ピ
ー
ク
と
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
が
大
き
く
姿

を
見
せ
て
く
る
。
流
れ
に
さ
え
ぎ
ら
れ
る

左
岸
の
急
斜
面
に
つ
け
ら
れ
た
細
道
を
高
巻

き
す
る
。
対
岸
の
山
肌
に
刻
ま
れ
た
櫂
曲
の

線
が
美
し
い
。
カ
グ
ベ
ニ
の
村
に

こ
の
先
は
ム
ス
タ
ン
王
国
と
な
る
。
入
国
手

続
き
を
す
ま
せ
、
午
後
も
ま
た
河
原
歩
き
と

高
巻
き
、
へ
つ
り
を
繰
り
返
す
が
、
風
が
強

く
な
り
、
砂
埃
が
吹
き
つ
け
て
き
て
、
今
日

の
宿
泊
予
定
地
チ
ャ
イ
レ
ま

十
七
時
チ
ュ
ク
サ
ン
で
テ
ン
ト
を
張
る
こ
と

と
な
っ
た
。
馬
、
牛
、
山
羊
が
行
き
交
い
、

子
供
た
ち
が
集
ま

っ
て
く
る
。
日
が
落
ち
て

も
相
変
わ
ら
ず
風
は
強
く
寒
い
。

十
二
日
、
七
時
四
十
五
分
出
発
、
川
に
浸

食
さ
れ
て
黄
土
色
の
壁
の
よ
う
に
そ
そ
り
立

つ
山
を
バ
ッ
ク
に
、
縞
織
の
エ
プ
ロ
ン
と
黒

い
ス
カ
ー
ト
の
チ
ベ
ッ
タ
ン
服
の
女
性
が
数

人
並
ん
で
畑
を
耕
し
て
い
た
。
カ
リ
ガ
ン
ダ

キ
の
河
原
を
離
れ
て
、
支
流
に
沿

っ
て
登

チ
ャ
イ
レ
の
村
を
抜
け
る
。
垂
直
に
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
も
深
く
切
れ
込
ん
だ
谷
の
崖

っ
縁

を
た
ど
る
と
、
対
岸
に
は
耕
地
が
開
け
、
白

い
家
々
が
小
さ
く
見
え
る
。
二
五
四
〇
メ
ー

ト
ル
の
峠
を
越
え
、
十

一
時
サ
マ
ル
の
ロ
ッ

ジ
で
昼
食
、
午
後
は
峠
を
越
え
谷
を
渡
り
、

激
し
い
登
り
下
り
が
続
く
。
峠
で
は
強
風
に

混
じ
っ
て
雪
も
ち
ら
つ
き
は
じ
め
た
。
十
六

時
、
エ
ク
レ
バ
ツ
テ
イ
に
着
い
た
が
、
今
日

の
予
定
地
ギ
リ
ン
ま
で
は
ま
だ
二
時
間
近
く

か
か
る
と
い
う
の
で
、
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
す

る
こ
と
に
決
ま
る
。
Ｍ
さ
ん
は
体
調
を
崩
し
、

着
く
と
す
ぐ
横
に
な
る
。
雲
が
空
を
覆
い
、

背
後
の
山
に
は
う
っ
す
ら
と
雪
も
つ
い
て
、

寒
い
夜
と
な

っ
た
。

十
三
日
快
晴
、
Ｍ
さ
ん
は
高
山
病
の
症
状

が
出
て
、
今
日
か
ら
は
馬
で
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。
大
き
な
チ
ョ
ル
テ
ン
を
過
ぎ
、
ギ

リ
ン
を
通
過
す
る
と
、
あ
た
り
は
褐
色
の
乾

い
た
景
色
に
な

っ
て
き
た
。
水
蝕
の
嚢
が

く
っ
き
り
着
い
た
灰
色
の
山
が
並
ぶ
。
後
方

に
遠
く
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
や
ム
ク
チ
ナ
ー
ト
の

山
々
が
自
銀
に
輝
い
て
見
え
る
。
ガ
ミ
で
昼

食
。
午
後
、
二
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
峠
を
越

え
る
。
峠
に
は
、
通
る
人
々
が
積
ん
だ
白
い

石
で
小
山
が
で
き
、
そ
の
上
に
は
白
布
の
タ

ル
チ
ョ
ー
が
青
空
に
は
た
め
い
て
い
る
。
長

い
下
り
坂
の
先
に
、
今
夜
の
泊
ま
り
場
チ
ャ

ラ
ン
の
村
が
見
え
た
。
チ
ャ
ラ
ン
で
は
、
眼

下
の
平
地
に
は
、
石
垣
で
丁
寧
に
囲
っ
た
、

今
は
た
だ
茶
色

一
色
の
畑
地
が
広
が
っ
て
い

た
。
夜
は
降
る
よ
う
な
星
空
で
あ
っ
た
。

翌
朝
、
村
の
高
台
に
あ
る
お
寺
を
見
学
に

行
く
。
赤
い
衣
の
ラ
マ
僧
が
出
て
き
て
鍵
を

開
け
て
く
れ
る
。
中
に
は
沢
山
の
仏
像
が
並

び
、
空
、
雲
、
火
、
水
、
土
を
表
す
五
色
を

使

っ
た
壁
画
や
曼
陀
羅
な
ど
が
あ
り
、
真
鍮

の
灯
明
台
は
ど
れ
も
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
て

い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（次
号
に
続
く
）

1994年制定UIAA医療委員会

公認基準-7

1.登山と栄養
登山にはいろいろな形態があるが、
そのいずれもが高度に肉体を使う
ことを要求される行為である。こ

れほど肉体を使うスポーツは登山
をおいてほかにあまり例をみない。

『フィットネス』とは何か?
(訳者註 :最近、フィットネスと

いう言葉は普通に使われるように
なってきているので、本文でもこ

れをこのまま使うことにするが、
これは、快便、快食、快眠という

言葉で代表される健康快適状態の

ことである。以下、本文でフィッ

トネスとは『健康』と置き換えて

理解されてかまわない)

肉体的フィットネスは、登山行

為を遂行するための一因子にすぎ
ない。しかしそれは極めて重要な

因子である。登山の安全を全うす
るためには、それにふさわしフィ
ットネスが必要であり、そのフィ
ットネスを達成するには、それよ

うに工夫されたトレーニングをす
べきである。

数時間ぶっ続けに山を駆け巡っ

ても別に疲れた様子も見せない

登山家とは :

・十分かつ適切な運動を続けて
いる人

。規則正しい食事をしている人
・エンジンをオーバーヒートさ

せない正しい登山計画にした

がって登る人

フィットネスの不足は、いわゆ

るスポーツ食品、スポーツドリン

ク、医薬品で補える、と信じてい

る登山家は実に多い。そんなこと

は絶対にありえない。なぜなら、

栄養を補給するということは単に
エネルギー源の備蓄を補充すると
いうに過ぎないのであって、個々

人の登山行為の達成度を高めると
いうようなものではない。行為の

達成度を高めるものはフィットネ

ス以外にはない。

不十分な肉体的フィットネスが

そのことを謳ったスポーツ食品
で代償されるということはあり
えない。栄養は行為を創出しな
い。

空腹と口渇はあてにならない指

標である。肉体疲労時とか、フィ
ットネス不十分な人にとっては、
とくにそうである。高々度登山の

場合、食欲不振で亡くなった人は

少なくない。

登山中の飲食は、決して飢えや

渇きを癒すためのものではなく、

登山行為を持続させるためのも
のである。

成人の登山・登攀に要する推定
仕事等量は、空荷で 1時間、体重
l Kg当 たり6 Kcal、 20Kgのルッ
クザックを担ぐと1時間、体重 1

Kg当 たり9 Kcalと される。

例えば体重60Kg,行動時間 8時
間とすれば、
空 荷 :(60× 8)× 6=2,880Kcal
20Kg荷重 :480× 9=4,320Kcal

(12)
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図書紹介
邪
天
正
・
著

『
邪
天
正
登
山
講
座
』

著
者
の
邪
天
正
氏
は
台
湾
登
山
界
四
天
王

の

一
人
だ
と
い
う
。
本
会
図
書
室
に
き
て
い

る
中
華
民
国
登
山
協
会
の
機
関
誌

『中
華
山

岳
』
に
よ
れ
ば
、
同
氏
は
昨
年
二
月
、
八
十

五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

本
書
の
本
領
は
前
半
に
あ
り
、
著
者
の
持

つ
豊
富
な
知
識
と
永
年
に
わ
た
る
登
山
経
験

を
も
と
に
台
湾
の
山
が
縦
横
に
語
ら
れ
て
い

る
。
「台
湾
地
形
略
述
」

「台
湾
高
山
の
地

質
」

「台
湾
山
岳
」

「中
央
山
脈
主
稜
上
の

高
山
」
な
ど
の
項
が
そ
れ
で
あ
る
。
後
半
は
、

台
湾
高
山
に
お
け
る
動
植
物
、
高
所
に
お
け

る
防
寒
、
登
山
中
の
安
全
知
識
な
ど
登
山
講

座
的
な
内
容
に
な

っ
て
い
る
。

著
者
に
は
膨
大
な
著
述
が
あ
り
、
そ
れ
ら

を
四
巻
に
分
け
て
出
版
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

第

一
巻
が
本
書
で
、
第
二
巻
は
登
山
評
論
、

第
二
、
四
巻
は
登
山
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら

が
日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
台
湾

の
山
が
い
っ
そ
う
身
近
な
も
の
と
な
ろ
う
。

台
北
市
延
平
南
路

・
戸
外
生
活
固
書
股
扮

有
限
公
司
（
ア
ウ
ト
ド
ア
図
書
帥
の
意
味
）

刊
　
百
五
十
元
　
　
　
　
　
（南
川
金

一
）

橋
本
　
廣

・
著

『山
景
画
集
』

当
山
岳
会
の
参
与
、
高
志
山
の
会
会
長
で

あ
る
と
同
時
に
、
チ
ロ
ル
山
の
会
、
山
雄
会

な
ど
数
多
く
の
山
関
連
の
会
の
会
員
で
も
あ

る
橋
本
廣
氏
の
画
文
集
で
あ
る
。

『山
嶺
抒

情
』

『越
中
の
峠
』

『加
越
山
行
譜
』
な
ど

数
多
く
の
画
文
集
の
あ
る
中
の

一
冊
で
、
最

新
作
。

富
山
在
住
の
画
家
だ
け
に
、
五
十
作
品
の

う
ち
の
半
数
が
「立
山

・
鋼
岳
と
そ
の
周
辺
」

の
風
景
で
あ
り
、
残
り
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
ア
ル

プ
ス
を
描
い
た
作
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

副
題
に
も
そ
の
三
地
方
が
謳
わ
れ
て
お
り
、

表
題
が
示
す
よ
う
に
山
を
描
い
た
作
品
が
大

部
分
で
あ
る
。
花
の
絵
、
人
物
画
な
ど
が
数

点
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
雪

を
い
た
だ
い
た
山
容
の
み
が
描
か
れ
て
お
り
、

時
に
は
日
前
に
迫
り
、
時
に
は
遥
か
に
あ
っ

て
、
目
映
い
ば
か
り
に
輝
き
を
伝
え
て
く
れ

る
。無

駄
の
な
い
、
や
や
骨
太
の
線
で
と
ら
え

た
ス
ケ

ッ
チ
は
的
確
で
、
雪
や
雲
の
白
を
塗

り
残
し
た
透
明
水
彩
絵
の
具
の
色
調
の
冴
え

は
、
見
る
も
の
の
目
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
。
中
で
も
、
ガ
イ
ド
の
村
芦
崎

寺
の
枝
も
た
わ
わ
に
実
る
柿
の
向
こ
う
に
光

る
立
山
は
雄
大
で
、
そ
う
し
た
画
法
の
特
徴

を
見
事
に
い
か
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙

一
枚
と
い
う
抑
制
の
き
い
た
簡
潔
な
文

章
が
、
そ
れ
ぞ
れ
添
え
ら
れ
て
お
り
、
絵
に

対
す
る
鑑
賞
の
奥
行
き
を
さ
ら
に
深
め
て
い

る
。「

…
…
全
容
が
見
え
な
く
て
も
、
新
緑
や

紅
葉
の
向
こ
う
に
白
い
姿
が
見
え
て
い
る
の

も
い
い
。
深
田
久
弥
が
よ
く
筆
に
し
た
平
家

物
語
の

一
節

″北
に
遠
ざ
か
り
て
雪
白
き
山

あ
り
〃
は
遠
く
に
見
え
た
山
だ
け
が
殊
の
外

白
か
っ
た
の
で
目
を
引
い
た
の
だ
ろ
う
」
と

い
う
、　
〃薬
師
岳
冠
雪
〃
の

一
文
は
、
こ
の

画
文
集
の
モ
チ
ー
フ
を
よ
く
物
語
っ
て
く
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

一
九
九
四
年
九
月
　
桂
書
房
刊
　
一
一
三

ペ
ー
ジ
　
一
一千
八
百
円
　
　
（山
口
裕

一
）

栗
林

一
路

・
著

『句
集
　
山
顕
旅
情
』
（自
家
版
）

山
路
て
く
て
く
　
夢
で
て
く
て
く

落
葉
こ
ろ
げ
る
　
秋
に
耳
す
ま
す

頂
上
の
見
え
た
と
こ
ろ
で
休
む

空
こ
ん
な
に
も
広
い
ぞ
手
の
ひ
ら
の
蝸
牛

何
も
彼
も
拠
り
出
し
て
　
怠
惰
な
刻

〈
山
想
〉
か
ら

〈
ド
ロ
ミ
テ
ィ
〉
ま
で
、
二

十
二
に
分
類
さ
れ
た
五
百
九
十
三
の

一
行
詩

集
。

自
筆
の
文
字
と
挿
画
に
よ
る
構
成
は
、
組

版
コ
ス
ト
削
減
な
ぞ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
無

機
質
な
活
字
を
嫌

っ
た
著
者
の
強
い
意
思
の

表
れ
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
季
語
や
定
型
に

こ
だ
わ
ら
な
い
自
由
律
の

一
行
詩
に
暖
か
み

と
親
し
み
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
詞
書
き
が

な
い
の
は
、
ど
の
句
も
山
好
き
な
読
者
の
自

由
な
夢
想
に
開
放
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
五
年
四
月
刊
　
一
三
六
ペ
ー
ジ

頒
価
千
五
百
円
　
連
絡
先

・
世
田
谷
区
奥

沢
三
―
十
四
―
十
五
　
』
〇
三
「
三
七
二

〇
―
二
五
四
五
　
　
　
　
　
（小
川
益
男
）

熊
谷
　
権

・
著

『北
海
道
の
出
を
滑
る
』
　

　

　

　

詢

地
元
の
同
行
者
に

「
カ
ヤ
台
風
」
と
い
わ
　
＜

れ
な
が
ら
も
、
八
シ
ー
ズ
ン
に
わ
た
っ
て
春

の
北
海
道
の
山
々
を
山
ス
キ
ー
で
滑
り
ま
く

り
、
そ
の
お
り
の
紀
行
文
や
そ
の
場
で
も
の

に
し
た
ス
ケ
ッ
チ
、
後
日
作
品
と
し
た
油
絵

を
ま
と
め
た
画
文
集
。

著
者
は

「
ス
キ
ー
を
は
け
ば
怖
く
な
い
」

な
ど
す
で
に
九
冊
ほ
ど
の
著
書
を
手
が
け
て

い
る
関
東
在
住
の
女
流
画
家
。

北
海
道
の
山
に
こ
れ
だ
け
出
か
け
る
機
会

を
作
る
の
は
大
変
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

一
九
八
三
年
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
個
展
を

札
幌
で
開
い
た
お
り
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す

こ
と
な
く
の
元
気
な
姿
勢
は
、
そ
の
文
体
、

作
風
に
よ
く
現
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
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北
海
道
の
フ
ィ
ー
ル
ド
以
外
に
、
岩
木
山
、

八
甲
田
山
、　
一
九
九

一
年
五
月
の
シ
ベ
リ
ア

・
バ
ジ
ャ
ー
ル
山
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。

著
者
は
山
行
時
、
素
早
く
取
り
出
せ
る
よ

う
に
工
夫
し
た
ス
ケ

ッ
チ
袋
な
る
も
の
を
胸

に
付
け
て
い
る
そ
う
だ
が
、
簡
潔
明
瞭
な

タ

ッ
チ
で
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ス
ケ

ッ
チ
を
生

み
出
す
そ
の
姿
を
、
次
回
は
自
画
像
と
し
て

み
て
み
た
い
も
の
だ
。

一
九
九
四
年
十
二
月
　
白
山
書
房
刊
　
二

一
八
ペ
ー
ジ
　
千
八
百
円
（佐
藤
千
恵
子
）

Ｇ
・Ｌ
。
マ
ロ
リ
ー

・
著
／
田
中
純
夫
訳
著

『
エ
ベ
レ

ス
ト

』

・

『
付

論
』

ジ
ョ
ー
ジ

・
リ
ー

●
マ
ロ
リ
ー
が
エ
ベ
レ

ス
ト
で
行
方
を
絶

っ
て
か
ら
、
今
年
で
七
十

年
に
な
る
と
い
う
。
マ
ロ
リ
ー
が

一
九
二

一

年
、
イ
ギ
リ
ス
の
第

一
次
エ
ベ
レ
ス
ト
遠
征

隊
と
、　
一
九
二
二
年
の
第
二
次
エ
ベ
レ
ス
ト

遠
征
隊
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
に
、
王

室
地
理
学
協
会
と
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
合

同
集
会
の
席
上
で
話
し
た
も
の
が
ア
ル
パ
イ

ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
所
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

か
ら
訳
者
が
訳
出
し
た
も
の
が
本
書
と
い
う
。

第

一
章
は
第

一
次
隊
の
エ
ベ
レ
ス
ト
偵
察

行
で
あ
り
、
ノ
ー
ス
コ
ル
に
至
る
ま
で
の
様

子
、
第
二
章
は
第
二
次
の
登
頂
を
目
的
と
し

た
隊
が
た
ど
る
人
類
初
の
八
千
メ
ー
ト
ル
ラ

イ
ン
の
体
験
で
あ
る
。
高
所
登
山
に
よ
る
人

体
へ
の
影
響
、
ポ
ー
タ
ー
の
働
き
、
ル
ー
ト

の
状
態
な
ど
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら

に
登
山
の
危
険
は
天
候
に
よ

っ
て
大
き
く
左

右
さ
れ
る
と
し
な
が
ら
、

マ
ロ
リ
ー
は
こ
の

二
次
隊
の
体
験
を
踏
ま
え
て
、
エ
ベ
レ
ス
ト

の
頂
上
に
到
達
す
る
こ
と
は
多
分
不
可
能
で

は
な
い
だ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。

付
論
は
近
代
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
研
究
で
知

ら
れ
る
著
者
が
、
多
く
の
文
献
を
引
用
し
な

が
ら
、
文
化
現
象
と
し
て
の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム

を
述
べ
、
　
〃崇
高
〃
概
念
と
近
代
ア
ル
ピ

ニ

ズ
ム
の
発
生
を
論
じ
て
い
る
。

平
成
六
年
八
月
　
本
会
越
後
支
部
発
行

Ｂ
６
判

　
一
七
七
ペ
ー
ジ
　
頒
価
　
千
五

百
円

日
本
地
図
セ
ン
タ
ー

ｏ
編

国
土
地
理
院
監
修

地
図
三
点

登
山
に
地
形
図
を
携
帯
す
る
の
は
基
本
中

の
基
本
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
最
近
の
登
山
者

は
地
形
図
を
利
用
し
な
く
な
っ
た
、
と
よ
く

い
わ
れ
る
。
登
山
道
の
標
識
が
整
備
さ
れ
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
概
念
図
程
度
の
も
の
が
あ

れ
ば
十
分
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
せ
い
だ
と

い
う
。　
一
方
で
は
、
学
校
の
地
図
教
育
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声

一
、
『地
図
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

学
校
の
教
師
用
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
基

本
的
に
は
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
地

図
教
育
を
主
眼
と
し
た
、
地
図
利
用

一
般
に

関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て

著
者
に
も
現
場
教
師
が
多
く
、
子
供
の
発
達

段
階
に
対
す
る
考
慮
の
必
要
性
が
説
か
れ
る

な
ど
、
教
育
的
配
慮
が
散
見
さ
れ
る
。

教
育
プ
ロ
パ
ー
な
本
で
あ
る
と
は
い
え
、

一
般
の
地
図
利
用
者
に
も
利
用
さ
れ
て
い
い

と
思
う
。
表
現
な
ど
に
や
や
生
硬
な
感
じ
が

し
な
い
で
も
な
い
が
、
ご
く
基
本
的
な
地
図

の
使
い
方
に
関
す
る
知
識
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
り
、
地
図
関
連
書
の
紹
介
や
地
図
情
報

の
問
い
合
わ
せ
リ
ス
ト
な
ど
、
地
図

一
般
の

入
門
書
の
性
格
も
も

っ
て
い
る
。
地
図
の
読

図
に
も
役
立

つ
の
で
、
山
の
安
全
性
を
考
慮

し
た
登
山
教
育
の

一
つ
に
仲
間
入
り
さ
せ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
〇
年
四
月
発
行
　
非
売
品

二
、
『地
図
記
号
の
う
つ
り
か
わ
り
』

表
題
ど
お
り
地
形
図
に
お
け
る
図
式
や
記

号
の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と
め
た
本
で
あ
り
、

一
つ
ひ
と
つ
の
地
図
記
号
に
つ
い
て
の
う
つ

り
か
わ
り
が
、
表
の
形
に
な
っ
て
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
登
山
史

研
究
な
ど
で
旧
版
の
地
形
図
な
ど
を
解
析
す

る
場
合
に
役
立
つ
も
の
と
い
え
る
。
岩
石
や

崖
、
窪
地
、
ま
た
植
生
記
号
の
変
化
な
ど
な

ど
、
山
に
関
連
し
た
記
号
の
変
化
ぶ
り
を
眺

め
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。
登
山

一
般
に
お
い

て
、
地
図
は
も
っ
と
親
し
ま
れ
て
し
か
る
べ

き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
九
九
四
年
二
月
発
行
　
二
千
五
百
円

（山
口
裕

一
）

ジ
ェ
フ
リ
ー

ｏ
タ
ビ
ン

ｏ
著

田
Ｆ
一Ｚ
□

０
０

コ
Ｚ
田
コ
∽

＞
Ｑ
く
ｍ
コ一匡
「∞
ｏ
ｏ
コ
ｍ
ｍく
ｏ
コ
Ｏ
ｏ
コ戴
コ
①
コ一∽

著
者
ジ
ェ
フ
リ
ｌ

ｏ
タ
ビ
ン
は
エ
ー
ル
大

在
学
中
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
図
書
館
で
山

岳
図
書
に
親
じ
む
。
テ
ニ
ス
選
手
と
し
て
初

め
て
渡
欧
し
た
お
り
の
ア
ル
プ
ス
無
謀
登
山

を
き
っ
か
け
に
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
留
学

中
に
西
ア
フ
リ
カ
ヘ
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
、
さ
ら

に
ケ
ニ
ア
で
の
新
ル
ー
ト
の
初
登
攀
、
コ
ロ

ラ
ド
は
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
河
に
か
か
る
鉄
橋
か

ら
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
と
冒
険
範
囲

を
広
げ
て
い
く
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
医
学
部
に

(14)
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目
囲
田

■
二
月
定
例
理
事
会

日
時
　
二
月
九
日
　
十
八
時
三
十
五
分
～

二
十

一
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
藤
平
会
長
、
中
村
副
会
長
、
小

倉
、
大
倉
、
大
森
、
村
井
、
山
口
、
片
岡
、

松
浦
、
伊
藤
、
水
野
、
南
井
、
堀
井
、
渡
邊
、

溝
日
、
中
川
、
山
本
各
理
事
、
中
島
、
川
崎

各
監
事
、
斎
藤
、
湯
浅
、
西
村
、
宮
下
、
重

廣
各
常
任
評
議
員

【委
任
】
南
川
、
大
谷
各
理
事
、
神
崎
常
任

評
議
員

議
事
に
先
立
ち
、
先
日
逝
去
さ
れ
た
鴫
原

副
会
長
夫
人
洋
子
さ
ん
よ
り
、
故
人
に
対
し

て
生
前
の
好
誼
と
葬
儀
に
関
し
て
の
お
礼
の

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。
な
お
、
九
十
周
年
合

同
募
金
に
十
万
円
の
募
金
を
い
た
だ
い
た
。

【審
議
事
項
】

一
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
田
部
井
淳
子
ト
ラ
ス
テ
ー

か
ら
国
際
交
流
青
少
年
環
境
体
験
登
山

一
九

九
五
に
対
す
る
名
義
後
援
依
頼
の
件
　
小
倉

一
九
九
五
年
八
月
二
十
日
同
～
二
十
七
日

同
、
中
国

ｏ
長
白
山

（白
頭
山
二
七
四
四
メ

ー
ト
ル
）
に
お
い
て
第
四
回
国
際
交
流
青
少

年
環
境
体
験
登
山
を
行
う
こ
と
に
対
し
、
名

義
後
援
の
要
請
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
承
認

二
、
九
十
周
年
記
念
委
員
会
の
件
　
　
小
倉

二
月
八
日
の
委
員
会
に
よ
り
、
次
の
二
委

員
会
に
委
員
の
追
加
加
入
を
お
願
い
す
る
。

・
九
十
周
年
募
金
委
員
会
常
任
委
員
と
し
て
、

伊
丹
紹
泰
、
中
村
太
郎
、
増
田
昌
司
、
藤

井
正
彦
の
四
会
員

ｏ
九
十
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
委
員

と
し
て
、
中
村
副
会
長
、
田
部
井
淳
子
の

二
会
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

三
、
山
岳
研
究
所
管
理
人
の
件
　
　
　
溝
口

か
ね
て
よ
り
手
配
中
で
あ

っ
た
が
、
内
田

二
葉
さ
ん

（五
十
歳

ｏ
長
野
県
保
母
、
二
級

教
員
資
格
を
保
有
し
、
登
山
、
ド
ラ
イ
ブ
、

油
彩
画
、
文
学
、
水
泳
、
ス
キ
ー
、
音
楽
な

ど
多
趣
味
の
女
性
）
を
信
濃
支
部
の
推
薦
を

尊
重
し
、
管
理
人
に
決
定
し
た
い
。
　

承
認

四
、
会
費

・
入
会
金
改
定
の
件
　
　
　
大
倉

一
月
の
理
事
会
で
趣
旨
説
明
し
た
が
、
理

解
が
得
ら
れ
た
と
考
え
る
の
で
、
理
事
会
の

承
認
を
願
い
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
承
認

・
中
島
監
事
か
ら
＝
本
会
の
会
費
納
入
率
は

各
位
の
努
力
に
よ
り
高
率
で
あ
る
が
、
紹
介

者
も
い
る
こ
と
で
あ
り
、
な
お
い
っ
そ
う
の

努
力
を
お
願
い
す
る
。

五
、
平
成
七
年
度
総
会
議
案
の
件

・
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
趣
旨
説
明
　
中
川

・
予
算
案
に
つ
い
て
趣
旨
説
明
　
　
　
大
倉

継
続
審
議

六
、
マ
カ
ル
ー
峰
登
山
隊

一
九
九
五
　
大
倉

隊
員
個
人
負
担
費
用
は
千
万
円
弱
。
現
在

ま
で
二
千
五
百
万
円
の
貸
し
出
し
に
な
っ
て

会
員
募
金
　
六
百
二
十
九
名
　
一
九

一
九
回

九
百
五
十
九
万
六
千
円

企
業
募
金
　
二
十
四
社

（団
体
）

三
百
四
十
二
万
円

四
、
青
年
登
山
懇
談
会
　
　
　
中
川
　
片
岡

平
成
七
年
二
月
二
十
五
日
０
～
二
十
六
日

国
於
水
道
橋
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
。
昨
年
に
引

き
続
い
て
青
年
対
象
会
議
と
し
て
開
催
す
る

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
月
十
五
日
頃
ま
で
に

決
め
た
い
。
今
回
は
横
の
組
織
を
重
視
し
、

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

ｏ
山
本
氏
、
東
京
都

山
岳
連
盟

・
松
本
氏
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会

ｏ
山
森
氏
を
招
い
て
実
施
す
る
。
若
手
委
員

の
出
席
を
要
請
す
る
。
二
十
六
日
に
は
事
務

局
担
当
者
会
議
を
行
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
＞

五
、
組
織
見
直
し
案
　
　
　
　
中
村
副
会
長
　
１６

さ
き
に
、
各
理
事
の
手
許
に
送
付
し
た
案

＜

の
審
議
を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

時
間
が
な
く
、
本
日
は
概
要
説
明
に
と
ど
め
、

後
日
改
め
て
見
直
し
案
審
議
の
臨
時
理
事
会

を
要
請
し
た
い
。

【新
入
会
員
】

大
西
保
他
十
二
名

■
臨
時
理
事
会

日
時
　
二
月
二
十
三
日
困
　
十
八
時
五
十
分

～
二
十

一
時
三
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
中
村
副
会
長
、
小
倉
、
大
倉
、

大
森
、
山
口
、
片
岡
、
松
浦
、
伊
藤
、
水
野
、

南
井
、
渡
邊
、
溝
日
、
中
川
、
大
谷
各
理
事
、

中
島
、
川
崎
各
監
事

い
る
が
、
差
し
当
た
り
三
百
万
円
借
用
支
出

と
な
る
の
で
承
認
願
い
た
い
。
　
　
　
承
認

七
、
新
し
い
ク
ラ
ブ
の
発
足
の
件
　
　
大
森

「山
の
自
然
学
ク
ラ
ブ

（ま
た
は
研
究
会
）
」

の
趣
旨
と
ル
ー
ル
。
山
の
自
然
学
講
座
で
学

ん
だ
者
た
ち
が
、
こ
れ
を
活
か
し
て
自
然
保

護
の
実
践
活
動
を
や
り
や
す
く
す
る
た
め
に

ク
ラ
ブ
を
作
る
。
活
動
は
自
然
保
護
専
門
委

員
会
な
ど
の
責
任
の
下
に
行
動
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
承
認
を
願
い
た
い
。
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

一
、
マ
カ
ル
ー
峰
登
山
隊
壮
行
会
　
　
中
川

二
月
八
日
因
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
池
袋

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ｏ
ホ
テ
ル
で
開
催
、
三
百

四
十
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
盛
会
で
あ
っ
た
。

二
、
マ
カ
ル
ー
峰
登
山
隊

一
九
九
五
よ
り重

廣

二
月
八
日
の
壮
行
会
に
対
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
る
。
二
月
十
五
日
に
第

一
隊
と
し
て

藤
平
総
隊
長
以
下
六
名
が
午
前
十
時
十
分
、

成
田
空
港
か
ら
出
発
す
る
が
、
八
時
三
十
分

～
九
時
ま
で
全
日
空
と
合
同
で
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
う
の
で
、
出
席
を
お
願
い
す
る
。
壮
行

会
で
各
隊
員
の
決
意
表
明
も
あ
り
、
多
額
の

費
用
と
本
会
員
の
応
援
を
受
け
て
責
任
を
感

じ
つ
つ
登
山
活
動
に
入
る
。

三
、
九
十
周
年
合
同
募
金
　
　
　
　
　
小
倉

企
業
募
金
割
り
当
て
表
　
三
十
三
団
体
、

個
別
企
業
六
十
社
の
担
当
を
定
め
て
、
各
位

の
努
力
を
お
願
い
す
る
。

・
二
月
七
日
現
在
の
募
金
状
況
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【委
任
】
藤
平
会
長
、
村
井
、
南
川
、
堀
井
、

山
本
各
理
事
、
斎
藤
、
湯
浅
、
西
村
、
宮
下
、

神
崎
、
重
廣
各
常
任
評
議
員

議
事【報

告
事
項
】

一
、
秩
父
宮
学
術
賞
の
件
　
　
　
　
　
小
倉

二
月
十
日
、
第
二
十

一
回
秩
父
宮
記
念
学

術
賞
が
本
会
鳥
居
亮
会
員
の

『山
岳
地
域
に

お
け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
』
に
決
定
。

授
賞
式
は
二
月
十
五
日
午
後
三
時
よ
り
工
業

倶
楽
部
で
行
わ
れ
る
。

二
、
マ
カ
ル
ー
費
用
の
件
　
　
　
　
　
大
倉

中
国
に
対
し
て
五
百
万
円
の
追
加
払
い
を

二
次
隊
が
持
参
の
た
め
、
本
会
よ
り
仮
払
い

支
出
と
す
る
。
文
部
省
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
、

合
同
募
金
の
支
出
も
未
決
な
の
で
、
二
月
の

理
事
会
で
確
定
報
告
を
す
る
。

三
、
マ
カ
ル
ー
峰
登
山
隊

一
九
九
五
　
渡
邊

二
月
十
五
日
、
藤
平
総
隊
長
以
下
第

一
次

隊
が
出
発
し
た
。
二
月
十
六
日
、
二
月
二
十

日
付
け
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
通
信
が
あ
り
、
準
備

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

四
、
九
十
周
年
合
同
募
金
の
件
　
　
　
石
橋

・
二
月
二
十
二
日
現
在
の
募
金
状
況
報
告

会
員
募
金
　
六
百
六
十
六
名
　
一
一
一
〇
〇

・

八
日
　
一
千
五
十
万
四
千
円

企
業
募
金
　
三
十
四
社
　
四
百
六
十
万
円

二
月
六
日
側
常
任
募
金
委
員
会
を
開
く
。

五
、
阪
神
大
震
災
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉

本
部
と
し
て
は
、
義
援
金
と
し
て
各
理
事

一
人

一
万
円
の
拠
出
を
願
い
、
各
委
員
会
の

一
委
員

一
人
三
千
円
の
義
援
金
拠
出
を
よ
び
か

け
、
目
標
額
を
五
十
万
円
に
設
定
し
、
二
月

末
日
を
期
限
と
し
て
取
り
組
む
。
な
お
、
山

梨
支
部
よ
り
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、
支

部
の
自
主
的
判
断
を
願

っ
た
。
本
会
員
の
被

災
状
況
に
つ
い
て
は
、
「山
」
二
月
号
に
掲

載
す
る
。

【審
議
事
項
】

一
、
日
本
山
岳
会
組
織
見
直
し
に
関
す
る
取

り
ま
と
め
試
案
の
件
　
　
　
　
中
村
副
会
長

二
月
二
日
付
け
で
各
理
事
に
届
け
ら
れ
た

提
案
に
対
し
て
逐
条
審
議

（討
議
）
に
入
る
。

●
前
文
の
審
議
に
つ
づ
い
て

田
入
会
制
度
に
つ
い
て
＝
会
員
数
の
急
拡
大

は
望
ま
な
い
に
し
て
も
、
山
歴
、
文
化
的
な

山
の
愛
好
者
な
ど
、
内
容
の
伴

っ
た
入
会
希

望
者
で
あ
れ
ば
数
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
、
な

ど

一
部
修
正
。

②
受
益
者
負
担
の
原
則
＝
会
務
に
か
か
わ
る

部
分
と
、
会
員
相
互
負
担
部
分
の
明
確
化
な

ど
の

一
部
修
正

・
④
項
の
削
除
な
ど
。

０
若
年
層
対
策
＝
④
項
の
削
除
。

０
支
部
対
策
＝
各
委
員
会
へ
の
支
部
か
ら
の

参
加
と
交
流
連
絡
な
ど
。
①
項

一
部
削
除
な

ど
。
①
項
を
活
か
し
て
、
②
項
の
削
除
。

Ｄ
中
高
年
対
策
＝
①
項
を
活
か
し
て
、
②
項

の
削
除
。

０
委
員
会
、
部
会
、
研
究
会
、
同
好
会
組
織

の
見
直
し
。

０
委
員
会
の
構
成
＝
常
任
委
員
六
～
七
名
、

全
体
で
十
五
～
二
十
名
と
す
る
。
任
期
を
経

過
し
た
委
員
は
、
協
力
委
員
、
指
導
委
員
、

特
別
委
員
な
ど
と
し
て
委
員
会
行
事
に
は
加

わ
る
が
、
決
議
に
は
加
わ
ら
な
い
。
新
入
会

員
は
会
歴
二
年
を
経
過
す
る
ま
で
、
協
力
委

員
と
す
る
、
な
ど
と

一
部
修
正
。

θ
部
会
、
研
究
会
、
同
好
会
の
構
成
＝
原
案

通
り
。

０
委
員
会
組
織
＝
０
と
関
連
し
、
後
述
の
組

織
図
と
も
係
わ
る
の
で

一
括
審
議
と
な
る
。

○
組
織
図

（試
案
）
高
所
登
山
研
究
委
員
会
、

学
生
指
導
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま

ま
で
存
続
、
青
年
部
は
形
だ
け
で
な
く
、
中

身
が
よ
け
れ
ば
人
は
集
ま
る
。
同
好
会
の
窓

口

（中
高
年
対
策
）
の
確
認
な
ど
、　
一
部
修

正
。右

記
の
審
議
に
よ
り
委
員
会
の
Ａ

・
Ｂ

。

Ｃ
グ
ル
ー
プ
別
と
し
た
が
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の

大
部
分
は
総
務
関
連
の
所
管
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
Ａ
＝
会
務
運
営
グ
ル
ー
プ
、
Ｂ
＝
実

践

。
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
再
検
討
す
る
。

な
ど
の
審
議
が
重
ね
ら
れ
、
再
度
、
中
村
副

会
長
が
取
り
ま
と
め
修
正
案
と
し
て
二
月
理

事
会
に
提
案
す
る
。
各
理
事
に
は
二
月
九
日

頃
ま
で
に
送
付
す
る
。
　
　
　
　
継
続
審
議

二
月
理
事
会
に
は
、
人
事
、
会
費
値
上
げ
、

事
業
計
画
な
ど
の

一
括
提
案
、
ま
た
組
織
見

哺
「
再
提
案
な
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

杜
諏

一

四

Ⅱ

四

回

団

２

月

１

日

３

日

４

日

６

日

７

日

８

日

９

日

１３

日

21 20 18 17 15 14
日 日 日 日 日 日

28 27
日 日

23 22
日 日

今

年

も

，
い
Ｌ粁
Ｔ
ヽ
で
会 青

年
部

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

自
然
保
護
専
門
委
員
会

連
絡
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

９３
同
期
会

評
議
員
会
　
理
事
会

自
然
保
護
委
員
会
　
図
書
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

指
導
委
員
会
　
二
火
会

三
水
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
　
　
　
　
１７

自
然
保
護
専
門
委
員
会
　
三
水
会

　

＜

総
務
委
員
会
　
資
料
委
員
会

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
科
学
研

究
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ

会
報
編
集
委
員
会
　
百
年
史
委
員
会

臨
時
理
事
会
　
自
然
保
護
専
門
委
員

会
　
青
年
部

集
会
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
指
導
委
員
会

２
月
来
室
者
晰
名

し
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◆
日
本
山
岳
会
創
立
九
十
周
年

『ブ
ロ
ッ
ク
別
式
典
』
日
程

二
月
二
十
六
日
の
全
国
支
部
事
務
局
担
当

者
会
議
で
、
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

●
九
州
ブ

ロ
ッ
ク

・
九
重
山

六
月
十
七
日
０
～
十
八
日
同

●
京
都

・
岐
阜
ブ
ロ
ッ
ク

七
月
八
日
田
～
九
日
同

●
中
部
ブ

ロ
ッ
ク

・
編
笠
山
、
仙
丈
岳

八
月
二
十
六
日
田
～
二
十
七
日
同

●
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

・
姫
神
山
　
盛
岡

九
月
九
日
０
～
十
日
同

マ
カ
ル
ー
講
演
会

●
本
部
　
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

十
月
十
四
日
０

●
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

・
石
川
医
王
山

マ
カ
ル
ー
講
演
会

十
月
二
十

一
日
田
～
二
十
二
日
同

●
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
　
札
幌

マ
カ
ル
ー
講
演
会

十

一
月
十

一
日
田

●
東
海
ブ

ロ
ッ
ク

平
成
八
年

一
月
二
十
日
田
～
二
十

一
日
同

●
関
西

・
山
陰
ブ
ロ
ッ
ク

一
月
二
十
七
日
０
～
二
十
八
日
国
（予
定
）

◆
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

ｏ
式
典
と
登
山
の
ご
案
内

東
九
州
支
部

式
典

・
講
演
　
六
月
十
七
日
０

場
所

「
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
」

大
分
市
府
内
町

一
―
五
―
三
十
八

日
程
　
受
付
十
三
時
　
講
演

・
十
四
時
～
十

七
時
四
十
分

演
題
　
マ
カ
ル
ー
登
山
報
告
　
重
廣
恒
夫

登
山
の
夢
　
　
　
　
　
中
村
純
二
氏

懇
親
会
　
小
田
急
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

大
分
市
府
内
町

一
―
四
―
二
十
八

十
八
時
三
十
分
～
二
十

一
時

記
念
山
行
　
六
月
十
八
日
同

九
重
山
系

「平
治
岳
」

集
合
　
大
分
駅
前
六
時
、
男
池
登
山
口
八
時
、

大
戸
越
～
平
治
岳
～
坊
が
つ
る
～
雨

が
池
越
～
長
者
原
着
十
四
時

費
用
　
懇
親
会
費
　
八
千
円

記
念
山
行
　
六
千
五
百
円

（バ
ス
代
、

朝
昼
食
代
）
当
日
受
付
で
集
金

申
込
　
連
絡
が
あ
り
次
第
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。
締
切
り
は
五
月
十
五
日
。

問
合
せ
　
一丁
八
七
〇
　
大
分
市
府
内
町

一
―

三
―
十
六
　
サ
ニ
ー
ス
ポ
ー
ツ
内

日
本
山
岳
会
東
九
州
支
部
事
務
局

ｏ

西
孝
子
　
翻
ｈ
Ｏ
九
七
五
―
三
二
―

〇
九
二
六

◆
中
部
プ
ロ
ッ
ク
記
念
式
典

INFORMATION

創立90周年記念事業募金応募状況
(1995年 3月 8日現在)

標記の募金のご協力をお願いしたところ,多数の方々からの応募をいただきました。
会報にこ芳名を掲載してお礼に替えさせていただきます。(敬称略)

累計 728名 /2,287。 8口/H,4399000円

● 30日 (150,000円 )

吉村健児

● 20口 (100,000円 )

鴫原洋子 法政大学山岳部 中

央大学OB山岳会 佐久間高男

● 10口 (50,000円 )

湯浅道男 大塚博美 東京農業

大学山岳部 斎藤惇生 増江俊
三 大森薫雄

● 6口 (30,000円 )

松浦祥次郎 日下田賞 富田弘

平 岩村孝之

● 4口 (20,000円 )

入澤郁夫 西孝子 片岡泰彦

藤井正彦 大谷亮 平井一正

青木昇 金子丞二 斉藤健治

● 3日 (15,000円 )

高木碕男 山崎徹 斉藤直信

● 2日 (10,000円 )

中保 中央大学山岳部 中村進

池本慶一 藤井保 百田高子

川越孝次 野沢豊 島田靖 藤

沢山百合の会 星勝雄 西川元

薦 松村濶 長尾登之助 荻窪

山百合の会 鈴木宏 太田邦介

筑木力 だけかんば山の会 濱

部博一 大口善朗 宮崎和夫

庄司駒男 斉藤チヨ 浅野清彦

木村康雄 中沢仁 野田四郎

新妻徹 徳永篤司 奈良原町子

井上佑 新井陽一郎 中村泰一

小寺佳美 和田力造 藤江幾太

(18)

郎 徳田静雄 長尾悌夫 加藤

節子 村上勝太郎 米川正利

阿部一孝 中川寛 陸田靖雄

長岩嘉悦 川合愛子 乾能尚

横田明男 田上敏行 小田薫

竹勝生 西尾俊子 石野繁一

宮本数男

● 1日 (5,000円 )

藤崎昌美 神園泰比古 山本元

田畑真一 安江安宣 沢田勉

市村敏 白杉之伸 安藤文子

藤本三樹雄 横内泰美 仲村恒

明 川朋子 川善市 園山鋭一

● 0。 6口 (3,000円 )

寺前紀夫
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山
梨
支
部

越
後
、
信
濃
、
静
岡
、
山
梨

（幹
事
）
の

四
支
部
で
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
を
結
成
し
、
記
念

行
事
を
開
催
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

「南

ア
ル
プ
ス
の
山
岳
環
境
と
登
山
の
将
来
像
」

を
テ
ー
マ
に
静
岡
支
部
が
担
当
し
、
仙
丈
岳

一
泊
登
山
は
信
濃
支
部
が
担
当
し
ま
す
。

日
程

・
八
月
二
十
六
日
０

山
岳
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
甲
府
市

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
甲
府
市

ｏ
二
十
七
日
同
日
帰
り
登
山

・
編
笠
山

ｏ
二
十
七
～
二
十
八
日
同
　
一
泊
登
山

仙
丈
岳

定
員
百
名
、
参
加
費
用

一
万
五
千
円
程
度
。

◆
山
菜
勉
強
会

生
不△
蚕
李
言
員
〈
〓

山
菜
勉
強
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
　
五
月
二
十
五
日
困
　
十
九
時
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

講
師
　
片
岡
博
氏

◆
第
十
九
回
若
葉
会
山
行

生
不〈
〓一李
言
員
〈
〓

越
後
粟
ヶ
岳
と
守
門
岳
は
、
い
ず
れ
も
日

本
三
百
名
山
の

一
山
で
、
新
緑
と
越
後
平
野

の
展
望
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時
　
六
月
十
日
０
～
十

一
日
同

日
程
　
十
日

ｏ
粟
ヶ
岳
　
十

一
日

ｏ
守
門
岳

宿
泊
　
入
広
瀬
村
民
宿

集
合
　
現
地
＝
十
日
七
時
　
粟
ヶ
岳
登
山
口

東
京
＝
九
日
二
十
時
三
十
分
、
新
宿

駅
西
ロ
ス
バ
ル
ビ
ル
前

（バ
ス
）

会
費
　
現
地
参
加
＝

一
万
三
千
円

写
真
代
、
保
険
料
を
含
む
）

貸
し
切
リ
バ
ス
代
＝

一
万
三
千
円

申
込
　
氏
名
、
性
別
、
会
員
番
号
、
年
齢
、

バ
ス
乗
車
の
有
無
を
明
記
の
上
、
は

が
き
で
日

五
月
二
十
日
０
必
着
。

申
し
込
ん
だ
方
に
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
会
費
の
事
前
納
入
を
お
願
い
し
ま
す

◆
第
二
回
古
き
道
を
尋
ね
て

闘凶
童
日一李
言
員
△
〓

旧
甲
州
街
道
笹
子
峠
越
、
笹
子
駅
か
ら
甲

斐
大
和
駅
ま
で
歩
き
ま
す
。

日
時
　
五
月
二
十
七
日
田

集
合
　
中
央
線
笹
子
駅
前
十
時
（雨
天
決
行
）

申
込
　
不
要

（詳
細
は
ル
ー
ム
に
掲
示
）

◆
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

「
サ
ン
燦
会
」

自
然
を
先
生
に
、
気
の
あ
っ
た
仲
間
と
ス

ケ
ッ
チ
を
楽
し
む

「サ
ン
燦
会
」
が
発
足
し

て
六
年
あ
ま
り
。
三
十
数
人
で
毎
月

一
回
、

ハ
イ
キ
ン
グ
を
か
ね
て
の
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し

み
、
こ
じ
ん
ま
り
と
遊
ん
で
い
る
わ
が
サ
ン

燦
会
も
山
岳
会
に
公
認
を
申
請
、
昨
年
末
の

理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
代
表
＝
関
塚
貞
亨
、
〒
三
二

一

横
浜
市
神
奈
川
区
三
ツ
沢
下
町
九
―
十
四

翻
〇
四
五
―
三
二

一
―
四
八
二
六

◆
北
ア
ル
プ
ス
の
山
開
き

第
四
十
九
回
上
高
地
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

北
ア
ル
プ
ス
の
山
開
き
を
か
ね
て
、
今
年

も
上
高
地
梓
川
河
畔
で
、
第
四
十
九
回
ウ
エ

ス
ト
ン
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
碑
前
で
講
演

や

「
ウ
エ
ス
ト
ン
に
さ
さ
げ
る
歌
」
そ
の
他

を
合
唱
、
記
念
山
行
も
あ
り
ま
す
。
山
の
歌

の
好
き
な
方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

主
催
　
日
本
山
岳
会
信
濃
支
部

日
時
　
六
月
四
日
同
十
時
　
碑
前
祭

六
月
二
日
Ｏ

ｏ
島
々
六
時
集
合

（記

念
山
行
）
徳
本
峠

場
所
　
上
高
地
ウ
エ
ス
ト
ン
碑
前

◆
山
里
寿
男

「山
の
デ
ッ
サ
ン
館
」
の

「中
国
へ
の
旅
」
展
覧
会

「山
の
デ
ッ
サ
ン
館
」
は
甲
府
盆
地
と
南
ア

ル
プ
ス
が

一
望
で
き
る
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
に

建

つ
美
術
館
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

展
覧
会
　
中
国
へ
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１９

会
期
　
五
月
二
十
八
日
～
　
　
　
　
　
　
　
＜

（月
曜
日
休
館
）

料
金
　
一
般
八
百
円
　
小
中
高
生
五
百
円

最
寄
り
駅
　
中
央
線
勝
沼
ぶ
ど
う
郷

翻
〇
五
五
三
―
四
四
―
三
〇
四
〇

上
高
地
山
研
新
管
理
人
決
定

■
山
研
の
新
管
理
人
は
内
田
さ
ん

地
元
の
信
濃
支
部
か
ら
推
薦
さ
れ
て
い

た
内
田
二
葉
さ
ん
が
、
二
月
理
事
会
で
承

認
、
新
管
理
人
に
決
定
し
ま
し
た
。
内
田

さ
ん
は
松
本
出
身
、
物
静
か
な
方
で
す
が
、

多
趣
味
、
芯
の
通
っ
た
素
敵
な
女
性
で
す
。

信
濃
支
部
の
絶
大
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ

り
ま
す
。
山
研
に
新
し
い
風
が
吹
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
温

か
い
ご
協
力
と
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
本
年
か
ら
山
研
に
休
日
を
設
け
ま
す

五
月
十
日
因
　
十

一
日
困

六
月
十
四
日
因
　
十
五
日
困

七
月
十
二
日
因
　
十
三
日
困

九
月
十
三
日
因
　
十
四
日
困

十
月
十

一
日
因
　
十
二
日
困

■
四
月
二
十
日
オ
ー
プ
ン
、
申
し
込
み
は

・
四
月
二
十
日
同
～
五
月
七
日
同

東
京
の
山
岳
会
山
研
係
へ
は
が
き
で
。

ｏ
五
月
八
日
周
～

直
接
山
研
へ
電
話
で

（
翻
〇
二
六
三
―

九
五
―
二
五
三
二
）
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